
 

地理歴史 科 １ 年 世界史Ａ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 世界史Ａ 対象     スポーツ        コース 単位数 ２  単位 

教科書 要説 世界史〔改訂版〕 出版社 山川出版社 

副教材 最新世界史図説エスカリエ〔十三訂版〕（帝国書院） 

 

１ 学習の到達目標 

 ① 世界の歴史に関する興味・関心を高め，意欲的に学習する態度を養う。 

 ② 世界の歴史の大きな枠組みと展開を，地理的条件や日本の歴史と関連付けて理解する。 

 ③ 世界の歴史の理解を踏まえて，現代の人類が直面する課題を様々な観点から考察する能力を養

う。 

 ④ 世界の歴史の理解を踏まえて，日本やアジア地域への理解の上に，他国，他地域との協調関係

を築いていく態度を養う。 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の 

内容 

世界の歴史に対す

る関心と課題意識を

高め，意欲的に追及

するとともに，国際

社会に主体的に生き

国家・社会を形成す

る日本国民としての

責務を果たそうとす

る。 

世界の諸課題を歴

史的観点から考 察

し，国際社会の変化

を踏まえ公正に判断

して，その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

世界の歴史に関す

る諸資料を収集し，

有用な情報を選択し

て，読み取ったり図

表などにまとめたり

している。 

世界の歴史につい

ての基本的な事柄を

地理的条件や日本の

歴史と関連付けなが

ら理解し，その知識

を身に付けている。 

評価の 

方法 

学習活動への姿勢 

ノート提出 

学習活動における 

発言内容 

定期考査 

ノート提出 

定期考査 

課題プリント提出 

定期考査 

課題プリント提出 

 

②成績評価の方法 

  ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめる。 

 

 【評価の内容】  定期考査８割   平常点（学習態度・ノート提出・課題提出など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学習単元 主な学習内容と到達目標 時間数 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

ガイダンス 

 

 

学習方法習得体験学習 

 

［第５章］ 

世界戦争と平和 

 

 

 

・「学習のねらい」「授業の概要」「評価方法」について

理解する。 

 

・世界史の学習方法を体得する。 

 

 

・１９世紀から２０世紀にかけての世界の歴史に触れ，戦

争の発生と平和への試みを学習することを通して，世界

が一体化していく様子を理解する。 

 

１ 

 

 

１ 

 

 

４ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

 
１０ 

 

 

 

 

 

 

１１ 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

 

 

帝国主義の成立と大衆

社会の成立 

 

【１学期中間考査】 

 

列強の国内情勢 

 

 

列強による世界分割 

 

 

諸民族の抵抗運動 

 

【１学期期末考査】 

 

 

第一次世界大戦と世界 

 

 

 

 

 

 

第二次世界大戦と世界 

 

【２学期中間考査】 

 

 

 

 

 

［第６章］ 

三つの世界の形成 

 

 

 

東西対立と両陣営の形

成 

 

 

【２学期期末考査】 

 

ヨーロッパ・日本の復

興 

 

アジア・アフリカ・ラ

テンアメリカの自立と

課題 

 

米ソ両大国の動揺 

 

【学年末考査】 

 

 

・帝国主義の特色と欧米社会の変容について理解する。 

 

 

 

 

・イギリス，フランス，ドイツ，ロシア，アメリカの国内

情勢を理解する。 

 

・ヨーロッパ諸国によるアフリカ，太平洋地域，中国への

進出の様子を理解する。 

 

・ヨーロッパ諸国の進出を受けたアジア地域の民族運動，

及び改革の動きを，日本の動向を踏まえて理解する。 

 

 

 

・第一次世界大戦の原因や性格，戦争がもたらした世界の

変化や，大戦中にロシアで社会主義革命がおこったこと

を理解する。 

・第一次世界大戦後の国際社会の枠組みの特色，アジア諸

地域の民族主義運動の高まりを理解する。 

 

 

・世界恐慌が国際秩序に与えた影響と各国の対応，大衆社

会化現象と関連したファシズムの台頭，及び中国をめぐ

る国際情勢と関連した日本の動向を理解する。 

・第二次世界大戦について，関係諸国の動向や被害の甚大

さ，戦争がのちの国際政治や日本に与えた影響を理解す

る。 

 

 

・２０世紀中頃以降の世界の歴史に触れ，米ソ二陣営の形

成と第三世界諸国の様子といった，現在の世界に影響を

与えてきた国際関係を理解する。 

 

・国際連合の理念と組織を理解する。 

・米ソ二陣営の形成，中華人民共和国の成立，朝鮮戦争の

展開，及び冷戦構造の特色を理解する。 

 

 

 

・ヨーロッパの経済復興と日本の高度経済成長を理解す

る。 

 

・第二次世界大戦後に独立したアジア・アフリカ・ラテン

アメリカ諸国の動向を理解する。 

 

 

・キューバ危機や中国とソ連の対立，ベトナム戦争などを

背景にしたアメリカとソ連の関係の変化を理解する。 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

４ 

 

 

６ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 



公民 科 1 年 現代社会 年間授業計画（シラバス） 
科目名 現代社会 対象     スポーツ         コース 単位数 2  単位 

教科書 『現代社会』 出版社 東京書籍 

副教材 『ライブ！現代社会 2021』（帝国書院） 『要点マスター現代社会演習ノート』（東京書籍） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の 

 内容 

現代社会の基本的問題と

人間に関わる事項に対す

る関心を高め，意欲的に

課題を追究するととも

に，社会的事象を総合的

に考察しようとする態度

と平和で民主的なよりよ

い社会の実現に向けて参

加，協力する態度を身に

付け，現代社会に生きる

人間としての在り方生き

方について自覚を深めよ

うとする。 

現代社会の基本的問題

と人間に関わる事柄か

ら課題を見いだし，社

会的事象の本質や人間

としての在り方生き方

について広い視野に立

って多面的・多角的に

考察し，社会の変化や

様々な立場，考え方を

踏まえ公正に判断し

て，その過程や結果を

様々な方法で適切に表

現している。 

現代社会の基本的

問題と人間にかか

わる事柄に関する

諸資料を様々なメ

ディアを通して収

集し，有用な情報

を適切に選択し

て，効果的に活用

して学び方を身に

付けている。 

現代社会の基本的

問題と人間として

の在り方生き方に

かかわる基本的な

事柄や，学び方を

理解し，その知識

を身に付けてい

る。 

評価の 

方法 

・小テスト 

・プリント 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・プリント 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワーク 

・観察など 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・課題など）２割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて，広い視野に立って，現代の社会と人間についての

理解を深め，現代社会の基本的な問題について主体的に考え公正に判断する力を養う。 

②自ら人間としての在り方生き方について考える力の基礎を養い，良識ある公民として必要な能力

と態度を養う。 



３ 学習計画 

月 学 習 単 元      主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

4 月 

 

 

 

 

5 月 

 

 

 

6 月 

 

 

 

 

 

 

7 月 

 

 

8 月 

 

9 月 

 

10 月 

 

 

11 月 

 

 

12 月 

 

 

1 月 

 

 

2 月 

 

 

3 月 

 

 

ガイダンス 

（学習方法習得体験学

習） 

第 2章  

日本国憲法と民主政

治 

 

１ 民主政治とは 

 

〈1学期中間テスト〉 

２ 日本国憲法の 

基本原理 

 

 

 

 

〈1学期期末テスト〉 

 

 

３ 日本政治機構 

 

 

〈2学期中間テスト〉 

 

 

 

４ 現代政治の 

特質と課題 

 

 

 

 

 

〈2 期期末テスト〉 

5 章  

国際社会と人類の課

題 

1 国際政治の 

仕組みと動向 

 

 

 

 

 

 
〈3学期期末テスト〉 

 

・年間進度を確認し，・体験学習を通じて学習方法を学ぶ 

 

 

①民主政治の成立  ②基本的人権の確立  ③世界の政治体制 

民主政治が生まれた経緯や背景，権力分立，議会制民主主義について

理解し，基本的人権と法の支配の意義，人権の歴史的展開や国際化に

ついて理解する。また世界の政治体制について学び，諸問題について

考察する。 

 

①日本国憲法と三つの原理    ②基本的人権の保障（1）（2） 

③新しい人権と人権保障の進展  ④平和主義と安全保障 

大日本帝国憲法と日本国憲法を比較し，日本国憲法の三大原理につい

て理解する。様々な基本的人権の意義と内容について理解し，新しい

人権について考え，人権保障の進展と課題について考察する。また平

和主義，安全保障の関係についてさまざまな角度から考察する。 

 

 

 

 

①国会と立法  ②内閣と行政  ③裁判所と司法  ④地方自治 

三権の相互関係について理解し，さらに国会，内閣，裁判所が持つ役

割と権限について学び，行政にかかわる課題について考察する。また

司法権の意義と裁判員制度などの司法制度改革について理解する。地

方自治の意義と役割，権限について理解し，住民の政治参加の意義に

ついて考察する。 

 

①選挙のしくみと課題  ②政党と利益集団  ③世論と政治参加 

近代選挙の四原則や日本の選挙制度の仕組み，政党や利益集団の意義

と役割，政治資金について理解し，世論のもつ意義や，大衆の政治意

識について考え，政治参加に対する姿勢を養う。 

 

 

 

①国際社会の特質    ②国際紛争を避ける仕組み ③国際連合と

安全保障 

④国際連合の役割と課題 ⑤冷戦とその後の世界   ⑥軍縮への取

り組み 

国際社会の動向に触れながら，人権，国家主権，領土に関する国際法

の意義や人種・民族問題について考察する。核兵器と軍縮問題，我が

国の安全保障と防衛について理解し，国際平和や国際協力の必要性と

国際組織の役割について考え，国際社会における日本の果たすべき役

割について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 学期 

20 時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 学期 

25 時間 

 

 

 

 

 

 

 

3 学期 

20 時間 

※理解度やその他都合の為，省略や変更，前後することもありうる。 

 



 

 

 

地理歴史 科 １ 年 世界史Ａ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 世界史Ａ 対象  進学Ⅰ・Ⅱ           コース 単位数 ２単位  

教科書 要説 世界史〔改訂版〕 出版社 山川出版社 

副教材 世界史Ａ副読本（山川出版社） 最新世界史図説タペストリー〔十八訂版〕（帝国書院） 

ゼミナール世界史（浜島書店）  

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の 

内容 

世界の歴史に対す

る関心と課題意識を

高め、意欲的に追及

するとともに、国際

社会に主体的に生き

国家・社会を形成す

る日本国民としての

責務を果たそうとす

る。 

世界の諸課題を歴

史的観点から考察

し、国際社会の変化

を踏まえ公正に判断

して、その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

世界の歴史に関す

る諸資料を収集し、

有用な情報を選択し

て、読み取ったり図

表などにまとめたり

している。 

世界の歴史につい

ての基本的な事柄を

地理的条件や日本の

歴史と関連付けなが

ら理解し、その知識

を身に付けている。 

評価の 

方法 

学習活動への姿勢 

ノート提出 

学習活動における 

発言内容 

定期考査 

ノート提出 

定期考査 

課題提出 

定期考査 

課題提出 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容  定期考査８割   平常点（学習態度・ノート提出・課題提出など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

ガイダンス 

 

学習方法習得体験学習 

 

［序章］先史の世界 

 

 

［第１章］ 

オリエントと地中海世

界 

・「学習のねらい」「授業の概要」「評価方法」について

理解する。 

 

・世界史の学習方法を体得する。 

 

・人類が自然環境に適応しながら進化したこと、及びその

過程を理解する。 

 

・人類が自然環境に適応しながら農耕・牧畜を基礎とする

諸文明を築き上げ、やがてそれらを基により大きなオリ

１ 

 

 

１ 

 

２ 

 

 

 

８ 

 ① 世界の歴史に関する興味・関心を高め、意欲的に学習する態度を養成する。 

 ② 世界の歴史の大きな枠組みと展開を、地理的条件や日本の歴史と関連付けて理解する。 

 ③ 世界の歴史の理解を踏まえて、現代の人類が直面する課題を様々な観点から考察する。 

 ④ 世界の歴史の理解を踏まえて、日本やアジア地域への理解の上に、他国、他地域との協調関係

を築いていく態度を養う。 



 

 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

 

８ 

９ 

 

 

１０ 

 

 

 

 

１１ 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

１ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古代オリエント世界 

 

【一学期中間考査】 

 

ギリシア世界 

 

 

 

【一学期期末考査】 

 

ローマ世界 

 

 

 

 

 

【二学期中間考査】 

［第２章］ 

アジア・アメリカの古代

文明 

 

 

インドの古典文明 

 

 

 

東南アジアの諸文明 

 

【二学期期末考査】 

 

中国の古典文明 

 

 

南北アメリカ文明 

 

［第３章］ 

内陸アジアと東アジア 

世界の形成 

 

遊牧民の社会と国家 

 

 

北方民族の活動と中国

の分裂 

 

【三学期期末考査】 

 

エント・地中海世界を形成したことを理解する。 

 

・西アジア世界の地理的特質、オリエント文明、及びイラ

ン人の活動に触れ、西アジア世界の形成過程を理解す

る。 

 

 

・地中海一帯の地理的特質、エーゲ文明、ギリシア文明

（アテネを中心とするポリスの政治と文化）、及びヘレ

ニズム時代に触れ、地中海世界の形成過程を理解する。 

 

 

 

・都市国家ローマの形成と、地中海の周辺諸地域を征服し

大帝国を建設した過程、及びローマ文化を理解する。 

・キリスト教の成立とその拡大について理解する。 

 

 

 

 

・人類が自然環境に適応しながら農耕・牧畜を基礎とする

諸文明を築き上げ、やがてそれらを基により大きな南ア

ジア・東南アジア・東アジア世界を形成したことを理解

する。 

 

・南アジアの地理的特質、インダス文明、アーリヤ人の進

出以後の南アジアの文化、社会、国家の発展に触れ、南

アジア世界の形成過程を理解する。 

  

・東南アジアの地理的特質、国家形成に触れ、東南アジア

世界の形成過程を理解する。 

 

 

・東アジアの地理的特質、中華文明の起源と秦・漢帝国に

触れ、日本を含む東アジア世界の形成過程を理解する。 

 

・先住民による南北アメリカ文明の形成とその特色を理解

する。 

 

・人類が自然環境に適応しながら農耕・牧畜を基礎とする

諸文明を築き上げ、やがてそれらを基により大きな内陸

アジア・東アジア世界を形成したことを理解する。 

 

・内陸アジアの地理的特質、ここに出現した遊牧民とその

文化の動向を、オアシス民の活動とともに理解する。 

 

・遊牧民の華北進出と華北住民の江南への移住、中国の魏

晋南北朝時代、朝鮮と日本の国家形成に触れ、日本を含

む内陸アジア・東アジア世界の形成過程を理解する。 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

公民 科 1 年 現代社会 年間授業計画（シラバス） 
科目名 現代社会 対象    進 学Ⅰ・Ⅱ        コース 単位数 2  単位 

教科書 『現代社会』 出版社 東京書籍 

副教材 『ライブ！現代社会 2021』（帝国書院） 『要点マスター現代社会演習ノート』（東京書籍） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の 

 内容 

現代社会の基本的問題と

人間に関わる事項に対す

る関心を高め，意欲的に

課題を追究するととも

に，社会的事象を総合的

に考察しようとする態度

と平和で民主的なよりよ

い社会の実現に向けて参

加，協力する態度を身に

付け，現代社会に生きる

人間としての在り方生き

方について自覚を深めよ

うとする。 

現代社会の基本的問題

と人間に関わる事柄か

ら課題を見いだし，社

会的事象の本質や人間

としての在り方生き方

について広い視野に立

って多面的・多角的に

考察し，社会の変化や

様々な立場，考え方を

踏まえ公正に判断し

て，その過程や結果を

様々な方法で適切に表

現している。 

現代社会の基本的

問題と人間にかか

わる事柄に関する

諸資料を様々なメ

ディアを通して収

集し，有用な情報

を適切に選択し

て，効果的に活用

して学び方を身に

付けている。 

現代社会の基本的

問題と人間として

の在り方生き方に

かかわる基本的な

事柄や，学び方を

理解し，その知識

を身に付けてい

る。 

評価の 

方法 

・小テスト 

・プリント 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・プリント 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワーク 

・観察など 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・課題など）２割 

 

 

 

 

 

 

 

 

①人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて，広い視野に立って，現代の社会と人間についての

理解を深めさせ，現代社会の基本的な問題について主体的に考え公正に判断する力を養う。 

②自ら人間としての在り方生き方について考える力の基礎を養い，良識ある公民として必要な能力

と態度を認識する。 



 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

4 月 

 

 

 

 

5 月 

 

 

 

6 月 

 

 

 

 

 

 

7 月 

 

 

8 月 

 

9 月 

 

10 月 

 

 

11 月 

 

 

12 月 

 

 

1 月 

 

 

2 月 

 

 

3 月 

 

 

ガイダンス 

（学習方法習得体験 

学習） 

第 2章  

日本国憲法と民主 

政治 

 

１ 民主政治とは 

 

〈1学期中間テスト〉 

２ 日本国憲法の 

基本原理 

 

 

 

 

〈1学期期末テスト〉 

 

 

３ 日本政治機構 

 

 

〈2学期中間テスト〉 

 

 

 

 

４ 現代政治の 

特質と課題 

 

 

〈2 期期末テスト〉 

 

 

第 5 章  

国際社会と人類の 

課題 

1 国際政治の仕組

みと動向 

 

 
〈3学期期末テスト〉 

 

 

・年間進度を確認し，・体験学習を通じて学習方法を学ぶ 

 

 

①民主政治の成立  ②基本的人権の確立  ③世界の政治体制 

民主政治が生まれた経緯や背景，権力分立，議会制民主主義について

理解し，基本的人権と法の支配の意義，人権の歴史的展開や国際化に

ついて理解する。また世界の政治体制について学び，諸問題について

考察する。 

 

①日本国憲法と三つの原理    ②基本的人権の保障（1）（2） 

③新しい人権と人権保障の進展  ④平和主義と安全保障 

大日本帝国憲法と日本国憲法を比較し，日本国憲法の三大原理につい

て理解する。様々な基本的人権の意義と内容について理解し，新しい

人権ついて考え，人権保障の進展と課題について考察する。また平和

主義，安全保障の関係についてさまざまな角度から考察する。 

 

 

 

 

①国会と立法  ②内閣と行政  ③裁判所と司法  ④地方自治 

三権の相互関係について理解し，さらに国会，内閣，裁判所が持つ役

割と権限について学び，行政にかかわる課題について考察する。また

司法権の意義と裁判員制度などの司法制度改革について理解する。地

方自治の意義と役割，権限について理解し，住民の政治参加の意義に

ついて考察する。 

 

①選挙のしくみと課題  ②政党と利益集団  ③世論と政治参加 

近代選挙の四原則や日本の選挙制度の仕組み，政党や利益集団の意義

と役割，政治資金について理解し，世論のもつ意義や，大衆の政治意

識について考え，政治参加に対する姿勢を養う。 

 

 

 

①国際社会の特質    ②国際紛争を避ける仕組み ③国際連合と

安全保障 

④国際連合の役割と課題 ⑤冷戦とその後の世界   ⑥軍縮への取

り組み 

国際社会の動向に触れながら，人権，国家主権，領土に関する国際法

の意義や人種・民族問題について考察する。核兵器と軍縮問題，我が

国の安全保障と防衛について理解し，国際平和や国際協力の必要性と

国際組織の役割について考え，国際社会における日本の果たすべき役

割について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 学期 

20 時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 学期 

23 時間 

 

 

 

 

 

 

 

3 学期 

20 時間 

※理解度やその他都合の為，省略や変更，前後することもありうる。 

 

 



 

地理歴史 科 １ 年 世界史Ａ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 世界史Ａ 対象      特進       コース 単位数 ２  単位 

教科書 要説 世界史〔改訂版〕 出版社 山川出版社 

副教材 世界史Ａ副読本（山川出版社） 最新世界史図説タペストリー〔十八訂版〕（帝国書院） 

ゼミナール世界史（浜島書店） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の 

内容 

世界の歴史に対す

る関心と課題意識を

高め、意欲的に追及

するとともに、国際

社会に主体的に生き

国家・社会を形成す

る日本国民としての

責務を果たそうとす

る。 

世界の諸課題を歴

史的観点から考 察

し、国際社会の変化

を踏まえ公正に判断

して、その過程や結

果を適切に表現して

いる。 

世界の歴史に関す

る諸資料を収集し、

有用な情報を選択し

て、読み取ったり図

表などにまとめたり

している。 

世界の歴史につい

ての基本的な事柄を

地理的条件や日本の

歴史と関連付けなが

ら理解し、その知識

を身に付けている。 

評価の 

方法 

学習活動への姿勢 

ノート提出 

学習活動における 

発言内容 

定期考査 

ノート提出 

定期考査 

課題提出 

定期考査 

課題提出 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容  定期考査８割   平常点（学習態度・ノート提出・課題提出など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

ガイダンス 

 

学習方法習得体験学習 

 

［序章］先史の世界 

 

 

［第１章］ 

オリエントと地中海世

界 

 

・「学習のねらい」「授業の概要」「評価方法」について

理解する。 

 

・世界史の学習方法を体得する。 

 

・人類が自然環境に適応しながら進化したこと、及びその

過程を理解する。 

 

・人類が自然環境に適応しながら農耕・牧畜を基礎とする

諸文明を築き上げ、やがてそれらを基により大きなオリ

エント・地中海世界を形成したことを理解する。 

１ 

 

１ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 ① 世界の歴史に関する興味・関心を高め、意欲的に学習する態度を養う。 

 ② 世界の歴史の大きな枠組みと展開を、地理的条件や日本の歴史と関連付けて理解する。 

 ③ 世界の歴史の理解を踏まえて、現代の人類が直面する課題を様々な観点から考察する能力を養

う。 

 ④ 世界の歴史の理解を踏まえて、日本やアジア地域への理解の上に、他国、他地域との協調関係

を築いていく態度を養う。 



 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

 

８ 

９ 

 

 

１０ 

 

 

 

 

１１ 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

１ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

古代オリエント世界 

 

 

【一学期中間考査】 

 

ギリシア世界 

 

 

 

【一学期期末考査】 

 

ローマ世界 

 

 

 

 

 

【二学期中間考査】 

［第２章］ 

アジア・アメリカの古代

文明 

 

 

インドの古典文明 

 

 

 

 

東南アジアの諸文明 

 

【二学期期末考査】 

 

中国の古典文明 

 

 

南北アメリカ文明 

 

［第３章］ 

内陸アジアと東アジア 

世界の形成 

 

遊牧民の社会と国家 

 

 

北方民族の活動と中国

の分裂 

 

 

【三学期期末考査】 

 

 

・西アジア世界の地理的特質、オリエント文明、及びイラ

ン人の活動に触れ、西アジア世界の形成過程を理解す

る。 

 

 

・地中海一帯の地理的特質、エーゲ文明、ギリシア文明

（アテネを中心とするポリスの政治と文化）、及びヘレ

ニズム時代に触れ、地中海世界の形成過程を理解する。 

 

 

 

・都市国家ローマの形成と、地中海の周辺諸地域を征服し

大帝国を建設した過程、及びローマ文化を理解する。 

・キリスト教の成立とその拡大について理解する。 

 

 

 

 

・人類が自然環境に適応しながら農耕・牧畜を基礎とする

諸文明を築き上げ、やがてそれらを基により大きな南ア

ジア・東南アジア・東アジア世界を形成したことを理解

する。 

 

・南アジアの地理的特質、インダス文明、アーリヤ人の進

出以後の南アジアの文化、社会、国家の発展に触れ、南

アジア世界の形成過程を理解する。 

  

・東南アジアの地理的特質、国家形成に触れ、東南アジア

世界の形成過程を理解する。 

 

 

・東アジアの地理的特質、中華文明の起源と秦・漢帝国に

触れ、日本を含む東アジア世界の形成過程を理解する。 

 

・先住民による南北アメリカ文明の形成とその特色を理解

する。 

 

・人類が自然環境に適応しながら農耕・牧畜を基礎とする

諸文明を築き上げ、やがてそれらを基により大きな内陸

アジア・東アジア世界を形成したことを理解する。 

 

・内陸アジアの地理的特質、ここに出現した遊牧民とその

文化の動向を、オアシス民の活動とともに理解する。 

 

・遊牧民の華北進出と華北住民の江南への移住、中国の魏

晋南北朝時代、朝鮮と日本の国家形成に触れ、日本を含

む内陸アジア・東アジア世界の形成過程を理解する。 

 

 

 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

３ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

公民 科 1 年 現代社会 年間授業計画（シラバス） 
科目名 現代社会 対象     特 進         コース 単位数 2  単位 

教科書 『高等学校 新現代社会 新訂版』 出版社 清水書院 

副教材 『政治・経済資料 2021』（とうほう） 『高等学校 新現代社会 新訂版 ワークノート』

（清水書院） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の 

 内容 

現代社会の基本的問題と

人間に関わる事項に対す

る関心を高め，意欲的に

課題を追究するととも

に，社会的事象を総合的

に考察しようとする態度

と平和で民主的なよりよ

い社会の実現に向けて参

加，協力する態度を身に

付け，現代社会に生きる

人間としての在り方生き

方について自覚を深めよ

うとする。 

現代社会の基本的問題

と人間に関わる事柄か

ら課題を見いだし，社

会的事象の本質や人間

としての在り方生き方

について広い視野に立

って多面的・多角的に

考察し，社会の変化や

様々な立場，考え方を

踏まえ公正に判断し

て，その過程や結果を

様々な方法で適切に表

現している。 

現代社会の基本的

問題と人間にかか

わる事柄に関する

諸資料を様々なメ

ディアを通して収

集し，有用な情報

を適切に選択し

て，効果的に活用

して学び方を身に

付けている。 

現代社会の基本的

問題と人間として

の在り方生き方に

かかわる基本的な

事柄や，学び方を

理解し，その知識

を身に付けてい

る。 

評価の 

方法 

・小テスト 

・プリント 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・プリント 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワーク 

・観察など 

 

 

②成績評価の方法 

 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・課題など）２割 

 

 

 

 

 

①人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて，広い視野に立って，現代の社会と人間についての

理解を深め，現代社会の基本的な問題について主体的に考え公正に判断する力を養う。 

②自ら人間としての在り方生き方について考える力の基礎を養い，良識ある公民として必要な能力

と態度を養う。 



 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

4 月 

 

 

 

 

5 月 

 

 

 

6 月 

 

 

 

 

 

 

7 月 

 

 

8 月 

 

9 月 

 

10 月 

 

 

11 月 

 

 

 

 

 

 

12 月 

 

 

 

1 月 

 

2 月 

 

3 月 

 

 

ガイダンス（学習方法

習得体験学習） 

第 2編  

現代の民主政治と法 

第１章  

民主社会の成立と憲法 

 

＜１学期中間テスト＞ 

 

第２章  

日本国憲法の成立と 

基本的人権の保

障 

 

 

第３章  

憲法と平和主義 

 

＜１学期期末テスト＞ 

 

第４章  

現代日本の政治機構と 

政治参加 

 

 

 

 

 

 

＜２学期中間テスト＞ 

 

第５章  

国際政治とその仕 

組み 

 

 

第６章  

現代の国際社会と 

日本 

 

 

 

 

＜２学期期末テスト＞ 

 

第 3編 現代の経済 

第１章  

経済社会とその仕 

組み 

 

 

 

＜３学期期末テスト＞ 

・年間進度を確認する。体験学習を通して，学習方法を学ぶ。 

 

 

１政治とは何か  ２現代民主政治の発展  ３世界の政治制度 

民主社会の成立の過程を理解し，民主社会に主体的に生きる人間とし

ての在り方・生き方について，個人と国家を中心に考察する。さら

に，民主政治における世論形成と政治参加の意義について理解する。 

 

１ 日本国憲法の成立と三大原理 ２ 基本的人権の尊重と平等権の

保障 

３ 自由権的基本権の保障    ４ 社会権的基本権の保障 

５ 参政権の保障と国務請求権  ６ 広がる人権，新しい人権 

近代民主主義国家の基本的な原理，憲法の基本的な原理を理解し，社

会の諸問題を考察する。また人権の国際化と新しい人権について学

び，社会の諸問題について，人権の拡大と新しい人権という観点から

考察する。 

 

１日本の平和主義と安全保障  ２日米安全保障条約と日本 

日本国憲法の平和主義と日本をめぐる安全保障に関する情勢を理解

し，平和主義と国際協調の立場から，日本の安全保障について考察す

る。 

 

１ 国会の役割と仕組み     ２ 内閣と行政機関 

３ 裁判所の役割        ４ 裁判と裁判員制度 

５ 地方自治と住民生活     ６ 政党・選挙と政治参加 

国民主権を中心とした立法，行政，司法の仕組みを理解し，三権の課

題と国民主権の発展のための改革について学び，より良い制度につい

て考察する。また地方自治や選挙についての知識を身につけさせ，政

治参加の意識を高める。 

 

１ 国際社会の成立と国際法   ２ 国際連合の役割と仕組み 

３ 国際社会における人権保障 

国際法，国際連合，人権諸条約について理解し，国際連合の活動とそ

の課題について考察する。 

 

１ 第二次世界大戦後の国際政治 ２ 現代世界の政治動向 

３ 現代の紛争         ４ 軍縮と大量破壊兵器の廃絶 

５ 日本外交と国際平和の実現 

戦後史についての知識を身につけ，現代の国際社会の課題，安全保障

問題などについて，基本的な理解し，今後の国際政治の課題について

考察する。 

また国際問題の望ましい解決について，幸福，正義，公正の観点から

考える。 

 

１ 市場と経済主体       ２ 経済成長と景気変動 

３ 金融とその働き       ４ 財政とその働き 

５ 資本主義経済の仕組みとその変容 

現代の市場経済，金融・財政の働きや問題について理解し，市場や金

融，財政の課題について，幸福，正義，公正の観点から考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 学期 

20 時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 学期 

25 時間 

 

 

 

 

3 学期 

20 時間 

※理解度やその他都合の為，省略や変更，前後することもありうる。 

 



地理歴史 科 ２ 年 日本史Ｂ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 日本史Ｂ 対象  スポーツ           コース 単位数 ４  単位 

教科書 『詳説日本史 改訂版』 出版社 山川出版社 

副教材 『日本史Ｂ用語集』（山川出版社）  『詳説日本史図録』（山川出版） 

『書き込み教科書詳説日本史改訂版』（山川出版社） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法 

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の趣旨 

我が国の歴史の展

開に関心を持ち，

また，意欲的に追

求して，日本国民

として国際社会に

主体的に責任を果

そうとする。 

 

我が国の歴史の展開から課

題を見いだし国際環境と関

連付けて多面的・多角的に

考察し，我が国の文化と伝

統の特色についての認識を

深め，国際社会の変化を踏

まえ公正に判断して，その

過程や結果を適切に表現し

ている。 

我が国の歴史の展

開に関する諸資料

を収集し，有用な

情報を適切に選択

して，読み取った

り，図表などにま

とめたりしてい

る。 

我が国の歴史

の展開につい

ての基本的な

事柄を，国際

環境と関連付

けて，総合的 

に理解し，知

識を身に付け

ている。 

評価の方法 
ノート提出 

問題集提出 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

 

②成績評価の方法 

①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・ノート・プリント・問題集など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学習単元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４月 ガイダンス 

（体験学習等） 

第１部 原始・古代 

第１章 日本文化のあ

けぼの 

１ 文化のはじまり 

２ 農耕社会の成立 

３ 古墳とヤマト政権 

日本史学習のモデルスタイル等の説明について理解する。 

・考古学的成果により日々新たな発見が加わる可能性を認

識する。 

・旧石器～古墳の各時代の特徴などを、資料を交えながら

学ぶ。 

・大和政権の発展を、朝鮮半島諸国の動きと関連付けて学

ぶ。 

・資料を用い、文献を踏まえて古代社会に触れる。日本社

会に渡来人が果たした役割が大きいことを理解する。 

１３ 

 

５月 第２章 律令国家の 

形成 

１ 飛鳥の朝廷 

２ 律令国家への道 

 

１学期中間考査 

 

３ 平城京の時代 

・聖徳太子の政治、大化の改新以降の政治と律令国家体制

のしくみ、奈良時代の政治を史料もまじえて学ぶ。同時

に飛鳥･白鳳文化を、資料を活用しながら学ぶ。 

・天皇中心の中央集権国家建設を目指していることを理解

する。 

・桓武・嵯峨天皇の政治改革の特色と、藤原氏が他氏排斥

によって政権を獲得したことを学ぶ。資料を活用しなが

ら、天平・弘仁貞観・国風文化の特色について学ぶ。荘

１４ 

① 我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界史と関連付けて総合的に考察する。 

 ② 我が国の伝統と文化の特色についての認識を深める。 

 ③ 歴史的思考力を培い国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 



４ 天平文化 園の発達過程・経緯・構造を学ぶ。 

６月 ５ 平安王朝の形成 

第３章 貴族政治と国

風文化 

１ 摂関政治 

２ 国風文化 

３ 地方政治の展開と

武士 

・武士の中央進出の背景を学ぶ。 

・藤原氏による独裁で政局の安定を迎えたことや遣唐使の

廃止により，中国文化の影響が途絶えたことなどを理解

する。 

 

１７ 

７月 １学期期末考査 

第２部 中世 

第４章 中世社会の 

成立 

１ 院政と平氏の台頭 

２ 鎌倉幕府の成立 

 

 

・後三条天皇の政治が院政へ発展していくことや平氏政権

の誕生、源氏と平氏二大勢力の対立と鎌倉幕府の成立過

程について学ぶ。 

・武士が政権を握るまでに至った背景や影響を理解する。 

２ 

８月 学力テスト  １ 

９月 ３ 武士の社会 

４ 蒙古襲来と幕府の

衰退 

５ 鎌倉文化 

第５章 武家社会の成長 

１ 室町幕府の成立 

・北条氏による執権政治の成立と発展の過程、元寇後の御

家人体制の動揺と鎌倉幕府の滅亡、建武の新政から室町

幕府の成立と全盛期について学ぶ。 

・建武の新政を通して鎌倉幕府から室町幕府への過渡期の

政治状況を理解する。 

１６ 

１０月 ２ 幕府の衰退と庶民

の台頭 

 

２学期中間考査 

 

３ 室町文化 

４ 戦国大名の登場 

・６代将軍足利義教の暗殺や８代将軍足利義政の時代の応

仁の乱によって、幕府は衰退していった。その原因と背

景について学ぶ。 

・東アジアとの貿易、室町時代の農業商工業の資料などを

通して室町文化について学ぶ。幕府の衰退が、惣村の形

成や一揆を引き起こしたこと、室町文化は日本の伝統芸

術の源であることを理解する。 

・各地の戦国大名の支配の特徴を、史料をまじえながら学

ぶ。その中から登場した織田信長、豊臣秀吉による天下

統一までの過程について学ぶ。 

１６ 

１１月 第３部 近世 

第６章 幕藩体制の 

確立 

１ 織豊政権 

２ 桃山文化 

 

・幕府の衰退が戦国大名の出現をまねき、信長・秀吉によ

って戦乱の時代に終止符が打たれたことを理解する。 

 

１６ 

１２月 ３ 幕藩体制の成立 

２学期期末考査 

・初代将軍徳川家康･2 代将軍秀忠・3 代将軍家光の政治、

史料をまじえながら諸制度の特色を学ぶ。江戸初期の外

交と鎖国に至るまでの原因･経過・結果･意義について学

ぶ。この時代幕藩体制が確立したことや鎖国のメリッ

ト･デメリットを理解する。 

５ 

１月 学力テスト 

第７章 幕藩体制の展開 

１ 幕政の安定 

・４代家綱・５代綱吉・正徳の治などの政治を学ぶ。 

武断政治から文治政治へ転換したこと。財政改革が幕府の

今後の課題になることなどを理解する。 

１１ 

２月 ２ 経済の発達 

３ 元禄文化 

・江戸時代の農業・産業・流通機構や、そのなかから発展

した町人文化を学ぶ。 

・貨幣経済の発達が政治・文化にもたらした影響を理解す

る。 

１４ 

３月 ３学期期末考査  ２ 

   １２７ 



地理歴史 科 ２ 年 地理Ｂ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 地理Ｂ 対象  スポーツ コース 単位数   ４単位 

教科書 新詳地理Ｂ  新詳高等地図 出版社 帝国書院 

副教材 新詳地理資料 COMPLETE 2021（帝国書院），パワーアップ 整理と演習（帝国書院） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の 

内容 

現代世界の地理的事

象に対する関心と課

題意識を高め，それ

を意欲的に追究し国

際社会に主体的に生

きる日本国民として

の責任を果たそうと

する。 

現代世界の地理的

事象から課題を見い

だし，それを系統地

理的に考察したり，

歴史的背景を踏まえ

て地誌的に考察した

りし，国際社会の変

化を踏まえて公正に

判断してその結果や

過程を適切に判断し

ている。 

地図や統計，画像

など地域に関する諸

資料を収集し，有用

な情報を選択して，

読み取ったり図表に

ま と め た り し て い

る。 

現代世界の地理的事

象についての基本的

な事柄や追及の方法

を理解し，その知識

を身に着けている。 

評価の 

方法 

 

・学習活動への姿勢 

・定期テスト 

・小テスト 

・課題 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・小テスト 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・ワークシート 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・小テスト 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・小テスト・課題など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

4 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

6 

 

 

ガイダンス 

学習方法習得体験学習 

 

Ⅱ-1-1 

 ○世界の地形 

Ⅱ-1-2 

 ○世界の気候 

 

＜1学期中間テスト＞ 

 

 

Ⅱ-1-3 

○日本の自然の特徴や人々の

生活 

・1年間の進め方 予習復習について 

・基礎学力到達度テスト受験を念頭に置き、地理の学

習方法を体得する。 

・営力的な視点からさまざまな地形の分布や成因を理

解し，人間生活との関わりを考察する。 

・気候要素と気候因子の関係から成り立ちを理解し，

人間生活への影響を考察する。 

 

 

 

 

・日本の地形と気候の特徴とこれらによる自然災害の

特徴を理解するとともに，防災のあり方を考察す

る。 

1 

1 

 

9 

 

9 

 

 

 

 

 

6 

 

5 

 ① 現代世界の地理的事象を系統地理的に，現代世界の諸地域を，歴史的背景を踏まえて地誌的に

考察し，現代世界の地理的認識を養う。 

 ② 地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養

う。 



 

 

 

 

7 

 

8 

 

9 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

1 

 

2 

 

3 

Ⅱ-1-4 

○環境問題 

Ⅱ-2-2 

 ○世界の農林水産業 

Ⅱ-2-3 

 ○世界の食糧問題 

 

＜1学期期末テスト＞ 

 

Ⅱ-2-4 

 ○世界のエネルギー・鉱産資

源 

Ⅱ-2-5 

 ○資源・エネルギー問題 

Ⅱ-2-6 

 ○世界の工業 

Ⅱ-2-7 

 ○第 3 次産業 

Ⅱ-2-8 

 ○世界を結ぶ交通・通信 

Ⅱ-3-1 

 ○世界の人口 

 

＜2学期中間テスト＞ 

 

Ⅱ-3-2 

 ○人口問題 

Ⅱ-3-3 

 ○村落と都市 

Ⅱ-3-4 

 ○都市・居住問題 

Ⅱ-4-1 

 ○生活文化 

Ⅲ-2-11 

 ○オセアニア地誌 

 

＜2学期末テスト＞ 

 

Ⅲ-2-9 

 ○アングロアメリカ地誌 

Ⅲ-2-2 

 ○東アジア地誌 

Ⅲ-2-3 

 ○東南アジア地誌 

 

＜学年末テスト＞ 

・成因や特徴，地域的な分布を大観し，各事例を考察

する。 

 

・農業地域区分やその現状と課題，及び世界の中での

日本の課題を考察する。  

・世界の食料需給の地域的なかたよりを大観し，発展

途上国，先進国，日本についての事例を考察する。 

 

 

 

・エネルギー資源の利用と分布，鉱産資源の分布を考

察する。 

 

・資源・エネルギー問題を大観し，その現状を理解す

るとともに，生産や消費が抱える課題を考察する。 

・工業の発達や立地，世界の工業地域や，世界の工業

の現状と課題，及び日本の工業の課題を考察する。 

・現代世界の第3次産業の発展と，世界と日本の観光業

の特色を考察する。 

・交通や通信の発達による一体化と地域差を考察す

る。 

 

・世界人口の分布の特色や動態，人口構成や人口転換

を考察する。 

 

 

 

・世界の人口問題を大観し，発展途上国，先進国，日

本の人口問題の事例を考察する。 

・村落・都市の立地や発達・機能や，日本の都市の特

徴を考察する。 

・世界の都市・居住問題を大観し，その要因と発生の

しくみを，各国の事例をもとに考え，解決策を考察

する。 

・衣食住を取り上げ，それらの分布や地域的差異と世

界的な画一化について考察する。 

・オセアニアの自然，産業，文化などを理解・考察す

る。 

 

・アングロアメリカの自然，産業，文化などを理解・

考察する。 

・東アジアの自然，産業，文化などを理解・考察す

る。 

・東南アジアの自然，産業，文化などを理解・考察す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

4 

 

 

 

 

7 

 

7 

 

7 

 

4 

 

5 

 

7 

 

 

 

 

5 

 

6 

 

5 

 

3 

 

6 

 

 

 

 

6 

 

6 

 

6 
 

 



地理歴史 科 ２ 年 世界史Ｂ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 世界史Ｂ 対象  進学文系Ⅰ・Ⅱ コース 単位数 ３ 単位 

教科書 詳説世界史Ｂ［改訂版］ 出版社 山川出版社 

副教材 最新世界史図説タペストリー［十八訂版］（帝国書院） ゼミナール世界史（浜島書店） 

詳説世界史１０分間テスト［改訂版］（山川出版社） 世界史Ｂ用語集（山川出版社） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の 

内容 

世界の歴史に対する

関心と課題意識を高

め、意欲的に追及す

るとともに、国際社

会に主体的に生き国

家・社会を形成する

日本国民としての責

務を果たそうとす

る。 

世界の歴史から課題

を見いだし、文化の

多様性・複合性や現

代社会の特質を多面

的・多角的に課題を

考察し、国際社会の

変化を踏まえ公正に

判断して、その過程

や結果を適切に表現

している。 

世界の歴史に関する

諸資料を収集し、有

用な情報を選択し

て、読み取ったり図

表などにまとめたり

している。 

世界の歴史について

の基本的な事柄を地

理的条件や日本の歴

史と関連付けながら

理解し、その知識を

身に付けている。 

評価の 

方法 

学習活動への姿勢 

ノート提出 

学習活動における 

発言内容 

定期考査 

単元テスト 

ノート提出 

定期考査 

単元テスト 

定期考査 

単元テスト 

課題提出 

 

②成績評価の方法 

① の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査 80％ 平常点（学習態度・小テスト・ノート・課題など）20％ 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

ガイダンス 

学習方法習得体験学習 

第２章 

中国の古典文明 

・秦の統一 

・漢代の政治 

 

［第３章］ 

内陸アジア世界・東ア

ジア世界の形成 

・「学習のねらい」「授業の概要」「評価方法」について

理解する。 

・基礎学力到達度テスト受験を念頭に置き、世界史の学習

方法を体得する。 

 

 ・秦の成立と統一事業について理解する 

 ・前漢・後漢時代の政治と文化を理解する 

 

 

 

１ 

１ 

 

 

１ 

３ 

 

 

 

１０ 

 ① 世界の歴史の大きな枠組みと展開を、諸資料に基づき、地理的条件や日本の歴史と関連付けて

構造的に理解する。 

 ② 世界の歴史における文化・文明の多様性・複合性を、諸地域世界の接触や交流に着目して考察 

する。 

 ③ 世界の歴史の理解を踏まえて、現代社会の特質を様々な要素の関連の中で考察する。 



 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

１１ 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一学期中間考査】 

 

［第４章］ 

イスラーム世界の形成

と発展 

 

 

 

【一学期期末考査】 

 

［第５章］ 

ヨーロッパ世界の形成

と発展 

 

 

 

 

【二学期中間考査】 

［第６章］ 

内陸アジア世界・東ア

ジア世界の展開 

 

 

 

 

 

［第７章］ 

アジア諸地域の繁栄 

 

 

 

 

【二学期期末考査】 

 

［第８章］ 
近世ヨーロッパ世界の形

成 

 

 

 

［第９章］ 
近世ヨーロッパ世界の展

開 

 

 

 

【学年末考査】 

 

 

 

・日本を含む東アジア世界と内陸アジア世界の形成過程に

触れ、内陸アジアの遊牧民の社会、漢王朝滅亡後の中国

の分裂と北方諸民族の活動、隋・唐両王朝の支配下に成

立した東アジア文化圏の特色について理解する。 

 

 

 

・イスラーム世界の形成と拡大の過程に触れ、イスラーム

成立の背景とその特質、アラブ人を中心とする「イスラ

ーム帝国」の発展、トルコ・アフリカ・南アジア・東南

アジアのイスラーム化の展開、およびイスラーム文明の

特質について理解する。 

 

 

 

・キリスト教とヨーロッパ世界の形成と展開の過程に触

れ、古典古代文化・キリスト教・ゲルマン人の融合した

西ヨーロッパ中世世界の特質、ビザンツ帝国を中心とす

る東ヨーロッパ世界の発展、商業の発展と十字軍の影響

による西ヨーロッパ社会の変容、および中世文化の特色

について理解する。 

 

 

・内陸アジア諸民族と周辺諸地域世界との関わりに触れ、

中央アジアの諸民族の動向、唐王朝滅亡後の東アジア世

界の変容、およびモンゴル帝国の興亡とその影響につい

て理解する。 

 

 

 

 

・１４世紀から１８世紀までのアジア諸地域の動向に触

れ、明・清王朝の特色と東アジア世界への影響、および

イスラームを受容したトルコ・イラン・インド・東南ア

ジア各地域の展開について理解する。 

 

 

 

 

・１５世紀から１７世紀までのヨーロッパ世界の動向とア

メリカ・アフリカとの関係に触れ、ルネサンスと宗教改

革の特質、「大航海時代」の展開とその影響、およびヨ

ーロッパ各地における主権国家体制形成の過程について

理解する。 

 

・１７世紀から１８世紀までのヨーロッパ世界の動向とア

メリカ・アフリカとの関係に触れ、「絶対王政」や啓蒙

専制君主の下でのヨーロッパ各国の動向、各国の海外進

出の特質、および１７～１８世紀の社会と文化の特色に

ついて理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３ 

 

 

 

 

 

 

１３ 

 

 

 

 

 

 

１３ 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 １０ 

 

 

 

 

 

 

 



地理歴史 科 ２ 年 日本史Ａ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 日本史Ａ 対象  進学文系Ⅰ・Ⅱ コース 単位数 １  単位 

教科書 高等学校 日本史Ａ 人・くらし・未来 出版社 第一学習社 

副教材 補助プリント資料 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の 

内容 

我が国の歴史の展開に 

関心を持ち，また，意欲 

的に追求して，日本国民 

として国際社会に主体的     

にに         に責任を果そうとする。 

 

 

 

 

我が国の歴史の展開か

ら課題を見出し，国際

環境と関連付けて多面

的・多角的に考察し，

我が国の文化と伝統の

特色についての認識を

深め，国際社会の変化

を踏まえ公正に判断し

て，その過程や結果を

適切に表現している。 

 

我が国の歴史の展開 

に関する諸資料を収 

集し，有用な情報を 

適切に選択して，読 

み取り，図表などを 

まとめたりしている 

我が国の歴史の展開 

についての基本的な 

事柄を，国際環境と 

関連付けて，総合的 

に理解し，知識を身 

に付けている。 

評価の 

方法 

ノート提出 

 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

 

②成績評価の方法 

① の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 ３回の定期考査 80％ 平常点（学習態度・小テスト・ノート・課題など）20％ 

 

３ 学習計画 

 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

７ 

ガイダンス 

学習方法習得体験学習 

 

明治初期の外交政策 

 

 

 

 
日本の朝鮮政策と日清戦

争 

 

日英同盟と日露戦争 

 

・「学習のねらい」「授業の概要」「評価方法」について

理解する。 

 

・明治政府（日本）と朝鮮王国、琉球との関係について触

れ、この関係性がその後の外交の基礎になったことを理

解する。 

・ロシアとの国境策定を通じて、千島全島が日本領になっ

たことを理解する。 

・日清戦争の背景と経過について触れ、このできごとが日

本の大陸進出の契機となったことを理解する。 

 

・ロシアの南下政策と日本の大陸進出が対立し戦争に至る

過程を理解する。 

１ 

１ 

 

５ 

 

 

 

 

２ 

 

４ 

 

 

 ① 近代化を目指した明治政府の政治を理解する。 

 ② 日清戦争を契機に大陸支配を目指した日本外交を理解する。 

 ③ 日露戦争と第一次世界大戦を通じて帝国主義戦争を理解する。 

 ④ 第一次世界大戦後の協調外交と、中国に対する強硬外交を理解する。 



 

 

 

８ 

 

９ 

 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

３ 

 

【一学期期末考査】 

 
韓国併合と日本の満州 

進出 

 

 

第一次世界大戦と日本 

 

ロシア革命 

 

 

大戦後のパリ講和会議 

 

 

【二学期期末考査】 

 

第一次大戦後の協調 

外交 

 

日本外交の行き詰まり 

 

 

 

【三学期期末考査】 

 

 

 

・日本による朝鮮半島支配と中国東北地方への進出につい

て触れ、日本の動向が欧米列強に警戒感を与えたことを

理解する。 

 

・第一次世界大戦の背景と、日本の参戦を理解する。 

  

・ロシア革命の背景と、革命が及ぼした影響を理解する。 

 

 

・パリ講和会議と中国、朝鮮の民族意識の高まりを理解 

する。 

 

 

 

・ワシントン会議で軍備制限や約束され、協調外交が進展

したことを理解する。 

 

・第一次世界大戦中の日本外交が強硬姿勢に変化したこ

と、および関東軍による中国支配が進展したことを理解

する。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

３ 

 

３ 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

地理歴史 科 ２ 年 日本史Ｂ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 日本史Ｂ 対象  進学文系Ⅰ・Ⅱ           コース 単位数 ４  単位 

教科書 『詳説日本史 改訂版』 出版社 山川出版社 

副教材 『日本史Ｂ用語集』（山川出版社）  『詳説日本史図録』（山川出版） 

『ゼミナール日本史』（浜島書店）   

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法 

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の趣旨 

我が国の歴史の展開

に関心を持ち，ま

た，意欲的に追求し

て，日本国民として

国際社会に主体的に

責任を果そうとす

る。 

 

我が国の歴史の展開か

ら課題を見いだし国際

環境と関連付けて多面

的・多角的に考察し，

我が国の文化と伝統の

特色についての認識を

深め，国際社会の変化

を踏まえ公正に判断し

て，その過程や結果を

適切に表現している。 

我が国の歴史の展開

に関する諸資料を収

集し，有用な情報を

適切に選択して，読

み取ったり，図表な

どにまとめたりして

いる。 

我が国の歴史の

展開についての

基 本 的 な 事 柄

を，国際環境と

関連付けて，総

合的に理解し，

知識を身に付け

ている。 

評価の方法 
ノート提出 

問題集提出 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

②成績評価の方法 

①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・ノート・プリント・問題集など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学習単元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ ガイダンス（体験学習

等） 

第１部 原始・古代 

第１章 日本文化のあ

けぼの 

１ 文化のはじまり 

２ 農耕社会の成立 

３ 古墳とヤマト政権 

日本史学習のモデルスタイル等の説明を理解する。 

・考古学的成果により日々新たな発見が加わる可能性 

を意識する。 

・旧石器～古墳の各時代の特徴などを、資料を交えながら 

学ぶ。 

・大和政権の発展を、朝鮮半島諸国の動きと関連付けて 

学ぶ。 

・資料を用い、文献を踏まえて古代社会に触れる。日本 

社会に渡来人が果たした役割が大きいことを理解する。 

１３ 

 

５ 第２章 律令国家の形

成 

１ 飛鳥の朝廷 

２ 律令国家への道 

 

１学期中間考査 

 

・聖徳太子の政治、大化の改新以降の政治と律令国家体制

のしくみ、奈良時代の政治を史料もまじえて学ぶ。同時

に飛鳥･白鳳文化を、資料を活用しながら学ぶ。 

・天皇中心の中央集権国家建設を目指していることを理解

する。 

・桓武・嵯峨天皇の政治改革の特色と、藤原氏が他氏排斥

によって政権を獲得したことを学ぶ。資料を活用しなが

１４ 

② 我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界史と関連付けて総合的に考察する。 

 ② 我が国の伝統と文化の特色についての認識を深める。 

 ③ 歴史的思考力を培い国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 



３ 平城京の時代 

４ 天平文化 

ら、天平・弘仁貞観・国風文化の特色について学ぶ。荘

園の発達過程・経緯・構造を学ぶ。 

６ ５ 平安王朝の形成 

第３章 貴族政治と国

風文化 

１ 摂関政治 

２ 国風文化 

３ 地方政治の展開と武士 

・武士の中央進出の背景を学ぶ。 

・藤原氏による独裁で安定を迎えたこと。遣唐使の廃止

が、中国文化の影響が途絶えたことなどを理解する。 

 

１７ 

７ １学期期末考査 

第２部 中世 

第４章 中世社会の 

成立 

１ 院政と平氏の台頭 

２ 鎌倉幕府の成立 

 

 

・後三条天皇の政治が院政へ発展していくこと。平氏政権

の誕生、源氏と平氏二大勢力の対立と鎌倉幕府の成立過

程について学ぶ。 

・武士が政権を握るまでに至った背景や影響を理解する。 

２ 

８ 学力テスト  １ 

９ ３ 武士の社会 

４ 蒙古襲来と幕府の

衰退 

５ 鎌倉文化 

第５章 武家社会の成長 

１ 室町幕府の成立 

・北条氏による執権政治の成立と発展の過程、元寇後の御

家人体制の動揺と鎌倉幕府の滅亡、建武の新政から室町

幕府の成立と全盛期について学ぶ。 

・建武の新政を通して鎌倉幕府から室町幕府への過渡期の

政治状況を理解する。 

１６ 

１０ ２ 幕府の衰退と庶民

の台頭 

 

２学期中間考査 

 

３ 室町文化 

４ 戦国大名の登場 

・６代将軍足利義教の暗殺や８代将軍足利義政の時代の応

仁の乱によって、幕府は衰退していった。その原因と背

景について学ぶ。東アジアとの貿易、室町時代の農業・

商工業の資料などを通して室町文化について学ぶ。幕府

の衰退が、惣村の形成や一揆を引き起こしたこと、室町

文化は日本の伝統芸術の源であることを理解する。 

・各地の戦国大名の支配の特徴を、史料をまじえながら学

ぶ。その中から登場した織田信長、豊臣秀吉による天下

統一までの過程について理解する。 

１６ 

１１ 第３部 近世 

第６章 幕藩体制の 

確立 

１.織豊政権 ２.桃山文化 

 

・幕府の衰退が戦国大名の出現をまねき、信長・秀吉によ

って戦乱の時代に終止符が打たれたことを理解する。 

 

１６ 

１２ ３ 幕藩体制の成立 

２学期期末考査 

・初代将軍徳川家康･2 代将軍秀忠・3 代将軍家光の政治、

史料をまじえながら諸制度の特色を学ぶ。江戸初期の外

交と鎖国に至るまでの原因･経過・結果･意義について学

ぶ。 

・この時代幕藩体制が確立したこと。鎖国のメリット･デ

メリットを理解する。 

５ 

１ 学力テスト 

第７章 幕藩体制の 

展開 

１ 幕政の安定 

４代家綱・５代綱吉・正徳の治などの政治を学ぶ。 

武断政治から文治政治へ転換したこと。財政改革が幕府の

今後の課題になることなどを理解する。 

１１ 

２ ２ 経済の発達 

３ 元禄文化 

江戸時代の農業・産業・流通機構や、そのなかから発展し

た町人文化を学ぶ。 

貨幣経済の発達が政治・文化にもたらした影響を理解す

る。 

１４ 

３ ３学期期末考査   ２ 

   １２７ 



 

地理歴史 科 ２ 年 地理Ｂ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 地理Ｂ 対象  進学文系Ⅰ・Ⅱ コース 単位数   ４単位 

教科書 新詳地理Ｂ  新詳高等地図 出版社 帝国書院 

副教材 新詳地理資料 COMPLETE 2021（帝国書院），パワーアップ 整理と演習（帝国書院） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の 

内容 

現代世界の地理的事

象に対する関心と課

題意識を高め，それ

を意欲的に追究し国

際社会に主体的に生

きる日本国民として

の責任を果たそうと

する。 

現代世界の地理的

事象から課題を見い

だし，それを系統地

理的に考察したり，

歴史的背景を踏まえ

て地誌的に考察した

りし，国際社会の変

化を踏まえて公正に

判断してその結果や

過程を適切に判断し

ている。 

地図や統計，画像

など地域に関する諸

資料を収集し，有用

な情報を選択して，

読み取ったり図表に

ま と め た り し て い

る。 

現代世界の地理的事

象についての基本的

な事柄や追及の方法

を理解し，その知識

を身に着けている。 

評価の 

方法 

 

・学習活動への姿勢 

・定期テスト 

・小テスト 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・小テスト 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・ワークシート 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・小テスト 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・小テスト・課題など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

4 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

6 

ガイダンス 

Ⅱ-1-1 

 ○世界の地形 

Ⅱ-1-2 

 ○世界の気候 

＜1学期中間テスト＞ 

Ⅱ-1-3 

○日本の自然の特徴や人々の

生活 

Ⅱ-1-4 

○環境問題 

Ⅱ-2-2 

○1 年間の進め方 予習復習について学ぶ。 

○営力的な視点からさまざまな地形の分布や成因を理

解し，人間生活との関わりを考察する。 

○気候要素と気候因子の関係から成り立ちを理解し，

人間生活への影響を考察する。 

 

 

○日本の地形と気候の特徴とこれらによる自然災害の

特徴を理解するとともに，防災のあり方を考察す

る。 

○成因や特徴，地域的な分布を大観し，各事例を考察

する。 
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 ① 現代世界の地理的事象を系統地理的に，現代世界の諸地域を歴史的背景を踏まえて地誌的に 

考察し，現代世界の地理的認識を養う。 

 ② 地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養 

う。 
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 ○世界の農林水産業 

Ⅱ-2-3 

 ○世界の食糧問題 

 

＜1学期期末テスト＞ 

 

Ⅱ-2-4 

 ○世界のエネルギー・鉱産資

源 

Ⅱ-2-5 

 ○資源・エネルギー問題 

Ⅱ-2-6 

 ○世界の工業 

Ⅱ-2-7 

 ○第 3 次産業 

Ⅱ-2-8 

 ○世界を結ぶ交通・通信 

Ⅱ-3-1 

 ○世界の人口 

 

＜2学期中間テスト＞ 

 

Ⅱ-3-2 

 ○人口問題 

Ⅱ-3-3 

 ○村落と都市 

Ⅱ-3-4 

 ○都市・居住問題 

Ⅱ-4-1 

 ○生活文化 

Ⅲ-2-11 

 ○オセアニア地誌 

 

＜2学期末テスト＞ 

 

Ⅲ-2-9 

 ○アングロアメリカ地誌 

Ⅲ-2-2 

 ○東アジア地誌 

Ⅲ-2-3 

 ○東南アジア地誌 

 

＜学年末テスト＞ 

○農業地域区分やその現状と課題，及び世界の中での

日本の課題を考察する。  

○世界の食料需給の地域的なかたよりを大観し，発展

途上国，先進国，日本についての事例を考察する。 

 

 

 

○エネルギー資源の利用と分布，鉱産資源の分布を考

察する。 

 

○資源・エネルギー問題を大観し，その現状を理解す

るとともに，生産や消費が抱える課題を考察する。 

○工業の発達や立地，世界の工業地域や，世界の工業

の現状と課題，及び日本の工業の課題を考察する。 

○現代世界の第3次産業の発展と，世界と日本の観光業

の特色を考察する。 

○交通や通信の発達による一体化と地域差を考察す

る。 

 

○世界人口の分布の特色や動態，人口構成や人口転換

を考察する。 

 

 

 

○世界の人口問題を大観し，発展途上国，先進国，日

本の人口問題の事例を考察する。 

○村落・都市の立地や発達・機能や，日本の都市の特

徴を考察する。 

○世界の都市・居住問題を大観し，その要因と発生の

しくみを，各国の事例をもとに考え，解決策を考察

する。 

○衣食住を取り上げ，それらの分布や地域的差異と世

界的な画一化について考察する。 

○オセアニアの自然，産業，文化などを理解・考察す

る。 

 

 

 

 

○アングロアメリカの自然，産業，文化などを理解・

考察する。 

 

○東アジアの自然，産業，文化などを理解・考察す

る。 

 

○東南アジアの自然，産業，文化などを理解・考察す

る。 
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公民 科 ２ 年 倫理 年間授業計画（シラバス） 
科目名 倫理 対象  進学文系Ⅰ・Ⅱ           コース 単位数 ２  単位 

教科書 高等学校新倫理新訂版 出版社 清水書院 

副教材 高等学校新倫理新訂版ワークノート・最新図説倫理 

１ 学習の到達目標 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

 評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の内容 

人間尊重の精神と生

命に対する畏敬の念

に基づいて，青年期

における自己形成に

ついて関心を高め，

人格の形成と他者と

共に生きる主体とし

ての自己の確立に努

める実践的意欲をも

つとともに，これら

に関わる諸課題を探

究する態度を身に付

け，人間としての在

り方生き方について

自覚を深めようとす

る。 

他者と共に生きる主体

としての自己の確立に

ついて広く課題を見い

だし，人間の存在や価

値などについて多面

的・多角的に考察し探

求するとともに，良識

ある公民として広い視

野に立って主体的かつ

公正に判断して，その

過程や結果を様々な方

法で適切に表現してい

る。 

青年期における自己

形成や人間としての

在り方生き方などに

関する諸資料を様々

なメディアを通して

収集し，有用な情報

を適切に選択して，

これらを他者と共に

生きる主体としての

自己の確立に資する

よう活用している。 

青年期における自己

形成や人間としての

在り方生き方などに

関わる基本的な事柄

を，他者と共に生き

る主体としての自己

確立の課題とつなげ

て理解し，自己形成

に生かす知識として

身に付けている。 

 

評価の方法 

 

・小テスト 

・ワークシート 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワー

ク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・ワークシート 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワー

ク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワー

ク 

・観察など 

 ②成績評価の方法 

A．定期考査の点数８割 

B．平常点２０点 

・ノート記入を含めた授業態度や出席状況 

・学期ごとのワーク提出、課題提出等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて、青年期における自己形成と人間として

の在り方生き方について理解と思索を深める。 

 ② 人格形成に努める実践的意欲を高める。 

 ③ 他者と共に生きる主体としての自己の確立を促し、良識ある公民として必要な能力と態度を

養う。 



 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 
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９ 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

科目・年間進度及び評価につい

て 

（予習復習体験学習） 

第１編現代に生きる自己の課題 

第１章人間とは何か 

第２章青年期の課題と自己 

形成 

第２編 人間としての自覚と生き

方 

第１章 人生における哲学 

１ 神話から哲学へ 

２ ギリシャの思想 

 

１学期中間試験（P. ６～３５） 

３ヘレニズム時代の思想 

第２章 人生における宗教 

第１節 キリスト教 

１ ユダヤ教 

２ キリスト教 

３ 世界宗教への展開 

第２節 イスラーム 

第３節 仏教 

１ バラモン教 

２ 仏陀の思想 

３ 仏教のその後の展開 

１学期期末試験（P.３５～６０） 

第２編 第３章 人生の知恵 

１ 孔子と儒家の思想 

２ 儒教の展開 

３ 道家の思想 

第４章 人生における芸術 

 

第３編 現代社会と倫理 

第１章 現代の特質と倫理的 

課題 

第２章 現代に生きる人間の 

倫理 

第１節 人間の尊厳 

１ 自己肯定の精神 

２ 宗教観の転換 

３ 人間の偉大と限界 

 ルネサンス 

宗教改革 

モラリスト 

２学期中間考査 （P．６１～８９） 

第２節 自然や科学技術とのかか

わり 

１ 自然への目と科学的なものも

の見方 

・初めて「倫理」を学ぶにあたっての説明と体験学習を

する。 

 

・人間とは何か。青年期の意義や心理について考える。 

 

・自己実現に向けた青年期の課題について考える。 

 

・単なる知識の羅列に終わることなく，「生き方」の問

題を考える。 

・神話・自然哲学・ソフィスト 

・ソクラテス・プラトン・アリストテレス 

・ゼノン・エピクロス 

 

 

・ユダヤ教・キリスト教・イスラームの基礎的内容を学

習し西洋人の宗教観を理解する．細部には立ち入らず，

それぞれの宗教を生み出した背景や西洋人の考え方など

を理解し正しい宗教観を身に付ける。 

 

・仏教の基礎を学習し，東洋人の宗教観を理解す。 

仏教の根本的な考え方を理解し西洋の宗教観との相違点

についても把握する。 

 

・儒家・道家の中国思想の学習を通して東洋における人

間関係のあり方や道徳観の考え方を理解する。 

 

 
・プリントを活用し、芸術と人生の価値や方向づけにつ

いての関連性を考える。 

 

 

・近代についての理解を図り、二つのＲ(ルネサンス・宗

教改革=Reformation)について認識する。 

 

・二つのＲ(ルネサンス・宗教改革)を経て，近代合理主義

精神が芽生えたことを理解する。 

・宗教戦争を背景に登場してきたモラリストを通して人

言の在り方・生き方について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

・近代西洋における合理的・科学的精神を理解し，かつ

東洋思想との相違についても考える。 

・近代西洋哲学における経験論・合理論の比較を通して

思想内容の違いを理解する。 
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１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

３ 

 

  

近代科学の誕生 

経験論・合理論 

第３節 民主社会における人間

の在り方 

社会契約説 

第４節 自己実現と幸福 

ドイツ観念論 

 

 

 

２学期期末考査（P. ９０～１０９） 

 

功利主義 

プラグマティズム 

第５節 個人と社会との関わり 

社会主義 

 

 

 

実存主義 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年末考査（P. １１０～１３９）  

 

・市民革命による絶対王政の打破と民主主義社会の歩み

を、社会契約説を通して理解する。 

・自律としての自由カント／善意志と目的の国 

・自由や人格の尊厳の意味について考えよう。自己実現と

自由 ヘーゲル／絶対精神の目的と自由／弁証法／人倫

と自由の実現 

・カントとヘーゲルの思想の違いを理解する。 

・最大多数の最大幸福 ベンサム／不満足なソクラテス 

ミル社会の進歩改善を目指した思想家の幸福感を考える。 

プラグマティズム／民主主義の実現と幸福デユーイ人間

疎外の原因 マルクス／／唯物史観 

空想的社会主義・科学的社会主義・修正マルクス主義につ

いて段階的に理解する。 

自己を見つめる キルケゴール／実存的交わり／ 

ヤスパース 

ニヒリズムを超えて／神の死と超人 ニ－チェ／死への

存在 ハイデツガー 

・内面的な主体性の回復を目指した思想家の思想を考える 

・孤独な実存に目覚め、他者との連携を図る重要性を知る 

・本来的自己を回復し、疎外を克服する大切さを知る。 

自由と責任 サルトル 

 

実践演習（プリント） 
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地理歴史 科 ２ 年 世界史Ｂ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 世界史Ｂ 対象  特進文系 コース 単位数 ４ 単位 

教科書 詳説世界史Ｂ 出版社 山川出版社 

副教材 ① 最新世界史図説タペストリー十八訂版（帝国書院）、②世界史Ｂ用語集（山川出版社）、

③ゼミナール世界史（浜島書店）、④短期攻略大学入試共通テスト世界史Ｂ（駿台文庫） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価

の 

観点 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価

の 

内容 

我が国の歴史の展開に 

関心を持ち，また，意欲 

的に追求して，日本国民 

として国際社会に主体 

的に責任を果そうとす 

る。る。 

 

 

 

 

我が国の歴史の展開か 

ら課題を見いだし国際 

環境と関連付けて多面 

的・多角的に考察し，我 

が国の文化と伝統の特 

色についての認識を深 

め，国際社会の変化を踏 

まえ公正に判断して，そ 

の過程や結果を適切に 

表現している。 

我が国の歴史の展開 

に関する諸資料を収 

集し，有用な情報を 

適切に選択して，読 

み取ったり，図表な 

どにまとめたりして 

いる。 

我が国の歴史の展開 

についての基本的な 

事柄を，国際環境と 

関連付けて，総合的 

に理解し，知識を身 

に付けている。 

評価

の 

方法 

ノート提出 

問題集 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

 

②成績評価の方法 

① の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査 80％ 、 平常点（学習態度・小テスト・ノート・課題など）20％ 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

4 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

５ 

 

ガイダンス 

学習方法習得体験学習 

第二章 

中国の古典文明 

・漢代の政治 

  第 3章 

内陸アジア世界・東アジア

世界の形成 

 

東アジア文化圏の形成 

 ・隋・唐の成立 

 ・五代の分裂時代 

 

・学習のねらい・世界史の授業内容・評価方法について理解す

る。 

・問題集を使用し、共通テスト対策の学習方法を体得する。 

 

 

・前漢・後漢時代の政治と文化を理解する。 

 

・遊牧民の活動と中国の分裂（魏晋南北朝時代）を理解する。 

 

 

 

・隋・唐の統一王朝の政治と文化を理解する。 

・隋の成立とその制度、唐の成立とその制度が周辺地域に与えた 

 影響を理解しながら、唐の文化の特徴を理解する。 

１ 

１ 

 

 

３ 

 

５ 

 

 

 

５ 

 

 ① 世界の歴史に関する興味・関心を高め、意欲的に学習する態度を養う。 

 ② 日本を含む諸地域と、世界の歴史を関連付けしながら理解する。 

 ③ 世界の歴史を学習する中で、客観的で公正な歴史観を養い、広い視野で歴史を考察する力を 

養う。 
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第 4 章 

イスラーム世界の形成と 

発展 

・イスラーム世界の形成    

  

 

 

【一学期中間考査】 

・イスラーム世界の発展 

 

・インド・東南アジア・ア

フリカのイスラーム化 

・イスラーム文明の発展 

 

第 5章 

 ヨーロッパ世界の形成と

発展 

・西ヨーロッパ世界の成 

    

 【一学期期末考査】 

・東ヨーロッパ世界の成 

  立 

・西ヨーロッパ中世世界 

 の変容 

・西ヨーロッパの中世文化 

 

  

第 6 章 

 内陸アジア世界・東アジ

ア世界 

・トルコ化とイスラーム化

の進展 

・東アジア諸地域の自立 

 

【二学期中間考査】 

・モンゴル帝国 

 

第 7章 

 アジア諸地域の繁栄 

・東アジア世界の動向 

 

・清代の中国と隣接諸国 

 

・トルコ・イラン世界の 

展 開 

・ムガル帝国 

 

【二学期期末考査】 

第 8章 

 近代ヨーロッパ世界の形

成 

・ヨーロッパ世界の拡大 

 

 

 

・イスラーム成立の背景とその特質を理解する。 

・アラブ人によるイスラーム帝国の発展、トルコ系民族の活動、

アフリカ、南アジアのイスラーム化など、イスラーム世界の形

成と拡大の過程を理解する。 

・イスラーム文明の特質とその影響、イスラーム都市を中心とし

たネットワークの役割を理解する。 

 

 

・商業活動などを通じて、イスラーム世界が世界各地に広がって

いく様子を理解する。 

・イスラーム教を核とする普遍的文明の拡大とその特徴を理解す 

 る。 

 

 

 

・地中海世界が解体した後、キリスト教を基盤とするヨーロッパ

世界が東西に形成され、変動していった過程と、それぞれの世

界に特徴的な性格を理解する。 

 

 

・ビザンツ帝国を中心とする東ヨーロッパ世界が、独自の文化や

社会制度をはぐくんだことを理解する。 

 

・十字軍の失敗がもたらした影響と、その後の封建社会の衰退を

考察する。 

・キリスト教を中心とした、西ヨーロッパの中世文化を理解す

る。 

 

 

 

・トルコ系民族が中央アジアに進出していく過程と、唐の滅亡後

の中国の変化を理解する。 

・契丹、金、西夏の建国と（北）宋の弱体化を理解し、宋全体の

政治社会を考察する。 

 

 

 

・ユーラシア全土に及ぶ大帝国を建国した、モンゴル民族の台頭

と衰退の過程を理解する。 

 

 

・16世紀から18世紀にかけてのアジア諸地域世界の特質を理解す

る 

・明・清帝国と朝鮮や日本の関係、東南アジア世界の動向を理解

する 

・清朝統治の全盛期における東アジアとの関係を理解する。 

 

・トルコ・イラン、及び インドに成立したムガル帝国の動向を

する。 

・ムガル帝国の皇帝権や官僚制，統治の特質について理解する。 

 

 

・16 世紀以降のヨーロッパ世界の拡大と、変革の過程を理

解する。 

（大航海，ルネサンス，宗教改革） 

・主権国家体制が確立されていくヨーロッパ諸国間の動向

を理解する。 

 

 

 

 

４ 

 

 

３ 

 

３ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

３ 

 

 

10 

 

２ 

 

 

 

１ 

 

５ 

 

 

 

４ 

 

 

 

６ 

 

３ 

 

 

３ 

 

３ 

 

 

８ 

 



 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

・主権国家体制の形成 

 

第 9章 

 近世ヨーロッパ世界の展

開 

 ・重商主義と啓蒙専制主  

  義 

・ヨーロッパ諸国の海外

進出 

・17～18 世紀ヨーロッパ 

 文化と社会 

 

第 10 章 

 近代ヨーロッパ・アメ

リカ世界の成立 

・産業革命 

・アメリカ独立革命 

 

【学年末考査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民革命を経てイギリスに立憲王政が確立する過程と、

フランスなどの諸国が絶対王政を確立する過程を理解す

る。 

・ヨーロッパ諸国のアジア、新大陸進出と奴隷貿易の現状 

 を理解する。 

 ・科学革命と近代的世界観の成長と啓蒙思想の広がりを 

理解する。 

 

 

 

・産業革命・アメリカ独立革命などの市民革命を通じて 

 欧米地域の外部に対する影響力が強まったことを理解し 

 国民国家の理念が拡大したことを理解する。 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

４ 

 

 ３ 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 ２ 

 ３ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地理歴史 科 ２ 年 日本史Ａ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 日本史Ａ 対象  特進文系 コース 単位数 １  単位 

教科書 高等学校 日本史Ａ 人・くらし・未来 出版社 第一学習社 

副教材 補助プリント資料 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の 

内容 

我が国の歴史の展開に 

関心を持ち，また，意欲 

的に追求して，日本国民 

として国際社会に主体 

的に責任を果そうとす 

る。 

 

 

 

 

我が国の歴史の展開か 

ら課題を見いだし国際 

環境と関連付けて多面 

的・多角的に考察し，我 

が国の文化と伝統の特 

色についての認識を深 

め，国際社会の変化を踏 

まえ公正に判断して，そ 

の過程や結果を適切に 

表現している。 

我が国の歴史の展開 

に関する諸資料を収 

集し，有用な情報を 

適切に選択して，読 

み取ったり，図表な 

どにまとめたりして 

いる。 

我が国の歴史の展開 

についての基本的な 

事柄を，国際環境と 

関連付けて，総合的 

に理解し，知識を身 

に付けている。 

評価の 

方法 

ノート提出 

 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

 

②成績評価の方法 

① の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 ３回の定期考査 80％ 平常点（学習態度・小テスト・ノート・課題など）20％ 

 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

７ 

 

ガイダンス 

学習方法習得体験学習 

 

明治初期の外交政策 

 

 

 

 
日本の朝鮮政策と日清戦

争 

 

日英同盟と日露戦争 

 

 

・「学習のねらい」「授業の概要」「評価方法」について

理解する。 

 

 

・明治政府（日本）と朝鮮王国、琉球との関係について触

れ、この関係性がその後の外交の基礎になったことを理

解する。 

・ロシアとの国境策定を通じて、千島全島が日本領になっ

たことを理解する。 

・日清戦争の背景と経過について触れ、このできごとが日

本の大陸進出の契機となったことを理解する。 

・ロシアの南下政策と日本の大陸進出が対立し戦争に至る

過程を理解する。 

 

１ 

１ 

 

５ 

 

 

 

 

２ 

 

４ 

 

 

 

 ① 近代化を目指した明治政府の政治を理解する。 

 ② 日清戦争を契機に大陸支配を目指した日本外交を理解する。 

 ③ 日露戦争と第一次世界大戦を通じて帝国主義戦争を理解する。 

 ④ 第一次世界大戦後の協調外交と、中国に対する強硬外交を理解する。 



 

８ 

 

９ 

 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

３ 

【一学期期末考査】 

 
韓国併合と日本の満州進

出 

 

 

第一次世界大戦と日本 

 

ロシア革命 

 

 

 

大戦後のパリ講和会議 

 

【二学期期末考査】 

 

第一次大戦後の協調 

外交 

 

日本外交の行き詰まり 

 

 

【三学期期末考査】 

 

 

・日本による朝鮮半島支配と中国東北地方への進出につい

て理解し、日本の動向が欧米列強に警戒感を与えたこと

を認識する。 

 

・第一次世界大戦の背景と、日本の参戦を理解する。 

 ・ロシア革命の背景と、革命が及ぼした影響を理解 

する。 

 

 

・パリ講和会議と中国、朝鮮の民族意識の高まりを理解 

する。 

 

 

 

・ワシントン会議で軍備制限や約束され、協調外交が進展

したことを理解する。 

 

・第一次世界大戦中の日本外交が強硬姿勢に変化したこ

と、および関東軍による中国支配が進展したことを理解

する。 

 

 

 

 

３ 

 

 

３ 

 

３ 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地理歴史 科 ２ 年 日本史Ｂ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 日本史Ｂ 対象  特進文系           コース 単位数 ５  単位 

教科書 『詳説日本史Ｂ 改訂版』 出版社 山川出版社 

副教材 『日本史Ｂ用語集』（山川出版社）  『詳説日本史図録』（山川出版） 

『ウイニングコンパス日本史の整理と演習』（とうほう）  

１ 学習の到達目標 

２ 評価の観点・内容・方法及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の趣旨 

我が国の歴史の展

開に関心を持ち，

また，意欲的に追

求して，日本国民

として国際社会に

主体的に責任を果

そうとする。 

 

我が国の歴史の展開から

課題を見いだし国際環境

と関連付けて多面的・多

角的に考察し，我が国の

文化と伝統の特色につい

ての認識を深め，国際社

会の変化を踏まえ公正に

判断して，その過程や結

果を適切に表現してい

る。 

我が国の歴史の展

開に関する諸資料

を収集し，有用な

情報を適切に選択

して，読み取った

り，図表などにま

と め た り し て い

る。 

我が国の歴史の

展開についての

基本的な事柄

を，国際環境と

関連付けて，総

合的に理解し，

知識を身に付け

ている。 

評価の方法 
ノート提出 

問題集提出 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

②成績評価の方法 

①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・ノート・プリント・問題集など）２割 

３ 学習計画 

月 学習単元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ ガイダンス（体験学習

等） 

第１部 原始・古代 

第１章 日本文化のあけぼの 

１ 文化のはじまり 

２ 農耕社会の成立 

３ 古墳とヤマト政権 

・日本史学習のモデルスタイル等の説明を理解する。 

・考古学的成果により日々新たな発見が加わる可能性を意

識する。 

・旧石器～古墳の各時代の特徴などを、資料を交えながら学ぶ。 

大和政権の発展を、朝鮮半島諸国の動きと関連付けて学ぶ。 

・資料を用い、文献を踏まえて古代社会に触れる。日本社

会に渡来人が果たした役割が大きいことを理解する。 

１５ 

 

５ 第２章 律令国家の形成 

１ 飛鳥の朝廷 

２ 律令国家への道 

３ 平城京の時代 

１学期中間考査 

４ 天平文化 

・聖徳太子の政治、大化の改新以降の政治と律令国家体制

のしくみ、奈良時代の政治を史料もまじえて学ぶ。同時

に飛鳥･白鳳文化を、資料を活用しながら学ぶ。 
・天皇中心の中央集権国家建設を目指していることを理解する。 

・桓武・嵯峨天皇の政治改革の特色と、藤原氏が他氏排斥

によって政権を獲得したことを学ぶ。資料を活用しなが

ら、天平・弘仁貞観・国風文化の特色について学ぶ。荘

園の発達過程・経緯・構造を学ぶ。 

１７ 

６ ５ 平安王朝の形成 

第３章 貴族政治と国風 

文化 

１ 摂関政治 

・武士の中央進出の背景を学ぶ。 

・藤原氏による独裁で安定を迎えたことや遣唐使の廃止

が、中国文化の影響が途絶えたことなどを理解する。 

 

２０ 

③ 我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界史と関連付けて総合的に考察する。 

 ② 我が国の伝統と文化の特色についての認識を深める。 

 ③ 歴史的思考力を培い国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 



２ 国風文化 

３ 地方政治の展開と武士 

第２部 中世 

第４章 中世社会の成立 

１ 院政と平氏の台頭 

２ 鎌倉幕府の成立 

 

・後三条天皇の政治が院政へ発展していくこと。平氏政権

の誕生、源氏と平氏二大勢力の対立と鎌倉幕府の成立過

程について学ぶ。 

・武士が政権を握るまでに至った背景や影響を理解する。 

７ １学期期末考査 

３ 武士の社会 

 

 

３ 

８ 学力テスト  １ 

９ ４ 蒙古襲来と幕府の衰

退 

５ 鎌倉文化 

第５章 武家社会の成長 

１ 室町幕府の成立 

２ 幕府の衰退と庶民の

台頭 

３ 室町文化 

・北条氏による執権政治の成立と発展の過程、元寇後の御

家人体制の動揺と鎌倉幕府の滅亡、建武の新政から室町

幕府の成立と全盛期について学ぶ。 

・建武の新政を通して鎌倉幕府から室町幕府への過渡期の

政治状況を理解する。 

・６代将軍足利義教の暗殺や８代将軍足利義政の時代の応

仁の乱によって、幕府は衰退していった。その原因と背

景について学ぶ。東アジアとの貿易、室町時代の農業・

商工業の資料などを通して室町文化について学ぶ。幕府

の衰退が惣村の形成や一揆を引き起こしたことや，室町

文化は日本の伝統芸術の源であることを理解する。 

１９ 

１０ ４ 戦国大名の登場 

２学期中間考査 

第３部 近世 

第６章 幕藩体制の確立 

１ 織豊政権  ２ 桃山文化 

・各地の戦国大名の支配の特徴を、史料をまじえながら学

ぶ。その中から登場した織田信長、豊臣秀吉による天下

統一までの過程について学ぶ。 

・幕府の衰退が戦国大名の出現をまねき、信長・秀吉によ

って戦乱の時代に終止符が打たれたことを理解する。 

１９ 

１１ ３ 幕藩体制の成立 

第７章 幕藩体制の展開 

１ 幕政の安定 

・初代将軍徳川家康･2 代将軍秀忠・3 代将軍家光の政治、

史料をまじえながら諸制度の特色を学ぶ。江戸初期の外

交と鎖国に至るまでの原因･経過・結果･意義について学

ぶ。 

・この時代幕藩体制が確立したこと。鎖国のメリット･デ

メリットを理解する。 

・４代家綱・５代綱吉・正徳の治などの政治を学ぶ。 

・武断政治から文治政治へ転換したこと。財政改革が幕府

の今後の課題になることなどを理解する。 

１９ 

１２ ２ 経済の発達 

２学期期末考査 

・江戸時代の農業・産業・流通機構や、そのなかから発展

した町人文化を学ぶ。 

６ 

１ 学力テスト 

３ 元禄文化 

・貨幣経済の発達が政治・文化にもたらした影響を理解す

る。 

１４ 

２ 第８章幕藩体制の動揺 

１ 幕政の改革 

２ 宝暦・天明期の文化 

３ 幕府の衰退と近代へ

の道 

 

４ 化政文化 

・社会・経済の発展により政治・財政改革が盛んに行なわ

れるが、大塩の乱や天保の改革の失敗により幕府権力が

衰退していく過程を学ぶ。  

・工場制手工業の発達など軽工業における経済の発達と，

藩財政の建て直しから雄藩と呼ばれ幕末に反幕勢力の中

心となる藩の発生を理解する。 

・文学は当時の世相をあらわす鏡であった。優れた芸術作

品は海外に影響を与えた。洋学は国内の多くの知識人に

影響を与え、独自のものをうみだした。儒学や藩校・私

塾・寺子屋は教育の発達を促し、多くの人材を輩出した

ことを理解する。 

１７ 

３ ３学期期末考査  ２ 

   １５２ 



地理歴史 科 ２ 年 地理Ｂ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 地理Ｂ 対象  特進理系  コース 単位数   ３単位 

教科書 新詳地理Ｂ  新詳高等地図 出版社 帝国書院 

副教材 新編地理資料 2021（とうほう）’21 新地理の研究（啓隆社）,地理統計要覧 2021（二宮書店） 

地理Ｂ用語集（山川出版社） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の 

内容 

現代世界の地理的事

象に対する関心と課

題意識を高め，それ

を意欲的に追究し国

際社会に主体的に生

きる日本国民として

の責任を果たそうと

する。 

現代世界の地理的

事象から課題を見い

だし，それを系統地

理的に考察したり，

歴史的背景を踏まえ

て地誌的に考察した

りし，国際社会の変

化を踏まえて公正に

判断してその結果や

過程を適切に判断し

ている。 

地図や統計，画像

など地域に関する諸

資料を収集し，有用

な情報を選択して，

読み取ったり図表に

ま と め た り し て い

る。 

現代世界の地理的事

象についての基本的

な事柄や追及の方法

を理解し，その知識

を身に着けている。 

評価の 

方法 

 

・学習活動への姿勢 

・定期テスト 

・小テスト 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・小テスト 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・ワークシート 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・小テスト 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・小テスト・課題など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

4 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

6 

 

 

ガイダンス 

Ⅱ-1-1 

 ○世界の地形 

Ⅱ-1-2 

 ○世界の気候 

＜1学期中間テスト＞ 

 

Ⅱ-1-3 

○日本の自然の特徴や人々の

生活 

Ⅱ-1-4 

○環境問題 

Ⅱ-2-2 

・1 年間の進め方 予習復習について理解する。 

・営力的な視点からさまざまな地形の分布や成因を理

解し，人間生活との関わりを考察する 

・気候要素と気候因子の関係から成り立ちを理解し，

人間生活への影響を考察する。 

 

 

 

・日本の地形と気候の特徴とこれらによる自然災害の

特徴を理解するとともに，防災のあり方を考察す

る。 

・成因や特徴と対策，地域的な分布を大観し，各事例

を考察する。 

1 

7 

 

8 

 

 

 

 

3 

 

3 

 

7 

 ① 現代世界の地理的事象を系統地理的に，現代世界の諸地域の歴史的背景を踏まえて地誌的に 

考察し，現代世界の地理的認識を養う 

 ② 地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を 

養う。 



 

 

 

 

7 

8 

9 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 ○世界の農林水産業 

Ⅱ-2-3 

 ○世界の食糧問題 

 

＜1学期期末テスト＞ 

 

Ⅱ-2-4 

 ○世界のエネルギー・鉱産 

資源 

Ⅱ-2-5 

 ○資源・エネルギー問題 

Ⅱ-2-6 

 ○世界の工業 

Ⅱ-2-7 

 ○第 3 次産業 

Ⅱ-2-8 

 ○世界を結ぶ交通・通信 

Ⅱ-3-1 

 ○世界の人口 

 

＜2学期中間テスト＞ 

 

Ⅱ-3-2 

 ○人口問題 

Ⅱ-3-3 

 ○村落と都市 

Ⅱ-3-4 

 ○都市・居住問題 

Ⅱ-4-1 

 ○生活文化 

Ⅲ-2-11 

 ○オセアニア地誌 

 

＜2学期末テスト＞ 

 

Ⅲ-2-9 

 ○アングロアメリカ地誌 

Ⅲ-2-2 

 ○東アジア地誌 

Ⅲ-2-3 

 ○東南アジア地誌 

Ⅲ-2-4 

 ○南アジア地誌 

 

＜学年末テスト＞ 

・農業地域区分やその現状と課題，及び世界の中での

日本の課題を考察する。  

・世界の食料需給の地域的なかたよりを大観し，発展

途上国，先進国，日本についての事例を考察する。 

 

 

 

・エネルギー資源の利用と分布，鉱産資源の分布を考

察する。 

 

・資源・エネルギー問題を大観し，その現状を理解す

るとともに，生産や消費が抱える課題を考察する。 

・工業の発達や立地，世界の工業地域や，世界の工業

の現状と課題，及び日本の工業の課題を考察する。 

・現代世界の第3次産業の発展と，世界と日本の観光業

の特色を考察する。 

・交通や通信の発達による一体化と地域差を考察す

る。 

 

・世界人口の分布の特色や動態，人口構成や人口転換

を考察する。 

 

 

 

・世界の人口問題を大観し，発展途上国，先進国，日

本の人口問題の事例を考察する。 

・村落・都市の立地や発達・機能や，日本の都市の特

徴を考察する。 

・世界の都市・居住問題を大観し，その要因と発生の

しくみを各国の事例をもとに考え，解決策を考察す

る。 

・衣食住を取り上げ，それらの分布や地域的差異と世

界的な画一化について考察する。 

・オセアニアの自然，産業，文化などを理解・考察す

る。 

 

・アングロアメリカの自然，産業，文化などを理解・

考察する。 

 

・東アジアの自然，産業，文化などを理解・考察す

る。 

 

・東南アジアの自然，産業，文化などを理解・考察す

る。 

 

・南アジアの自然，産業，文化などを理解・考察す

る。 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

5 

 

5 

 

5 

 

3 

 

4 

 

3 

 

 

 

 

3 

 

5 

 

4 

 

3 

 

5 

 

 

 

 

5 

 

5 

 

4 

 

4 

 

 

 



公民 科 ２ 年 倫理 年間授業計画（シラバス） 
科目名 倫理 対象  特進文系           コース 単位数 ２  単位 

教科書 高等学校新倫理新訂版 出版社 清水書院 

副教材 完全 MASTER 大学入試共通テスト倫理問題集・最新図説倫理 

  

１ 学習の到達目標 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

  評価の観

点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の内容 

人間尊重の精神と生

命に対する畏敬の念

に基づいて，青年期

における自己形成に

ついて関心を高め，

人格の形成と他者と

共に生きる主体とし

ての自己の確立に努

める実践的意欲をも

つとともに，これら

に関わる諸課題を探

究する態度を身に付

け，人間としての在

り方生き方について

自覚を深めようとす

る。 

他者と共に生きる主体

としての自己の確立に

ついて広く課題を見い

だし，人間の存在や価

値などについて多面

的・多角的に考察し探

求するとともに，良識

ある公民として広い視

野に立って主体的かつ

公正に判断して，その

過程や結果を様々な方

法で適切に表現してい

る。 

青年期における自己

形成や人間としての

在り方生き方などに

関する諸資料を様々

なメディアを通して

収集し，有用な情報

を適切に選択して，

これらを他者と共に

生きる主体としての

自己の確立に資する

よう活用している。 

青年期における自己形

成や人間としての在り

方生き方などに関わる

基本的な事柄を，他者

と共に生きる主体とし

ての自己確立の課題と

つなげて理解し，自己

形成に生かす知識とし

て身に付けている。 

 

評価の方法 

 

・小テスト 

・ワークシート 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワー

ク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・ワークシート 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワー

ク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワーク 

・観察など 

 ②成績評価の方法 

A．定期考査の点数８割 

B．平常点２０点 

・ノート記入を含めた授業態度や出席状況 

・学期ごとのワーク提出、課題提出等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて、青年期における自己形成と人間としての

在り方生き方について理解と思索を深める。 

 ② 人格形成に努める実践的意欲を高める。 

 ③ 他者と共に生きる主体としての自己の確立を促し、良識ある公民として必要な能力と態度を養 

う。 



３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

８ 

 

９ 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

科目・年間進度及び評価について 

（予習復習体験学習） 

第１編現代に生きる自己の課題 

第１章人間とは何か 

第２章青年期の課題と自己形成 

第２編 人間としての自覚と生き

方 

第１章 人生における哲学 

１ 神話から哲学へ 

２ ギリシャの思想 

 

１学期中間試験（P. ６～３５） 

３ヘレニズム時代の思想 

第２章 人生における宗教 

第１節 キリスト教 

１ ユダヤ教 

２ キリスト教 

３ 世界宗教への展開 

第２節 イスラーム 

第３節 仏教 

１ バラモン教 

２ 仏陀の思想 

３ 仏教のその後の展開 

１学期期末試験（P.３５～６０） 

第２編 第３章 人生の知恵 

１ 孔子と儒家の思想 

２ 儒教の展開 

３ 道家の思想 

第４章 人生における芸術 

 

第３編 現代社会と倫理 

第１章 現代の特質と倫理的課

題 

第２章 現代に生きる人間の倫

理 

第１節 人間の尊厳 

１ 自己肯定の精神 

２ 宗教観の転換 

３ 人間の偉大と限界 

 ルネサンス 

宗教改革 

モラリスト 

２学期中間考査 （P．６１～８９） 

 

 

第２節 自然や科学技術とのかか

わり 

１ 自然への目と科学的なものも

の見方 

近代科学の誕生 

・初めて「倫理」を学ぶにあたっての説明と体験学習

を受ける。 

 

・人間とは何か。青年期の意義や心理について考え

る。 

 

・自己実現に向けた青年期の課題について考える。 

 

・単なる知識の羅列に終わることなく，「生き方」の

問題を考える。 

・神話・自然哲学・ソフィスト 

・ソクラテス・プラトン・アリストテレス 

・ゼノン・エピクロス 

 

 

・ユダヤ教・キリスト教・イスラームの基礎的内容を

学習し西洋人の宗教観を理解する．細部には立ち入

らず，それぞれの宗教を生み出した背景や西洋人の

考え方などを理解し正しい宗教観を身に付ける。 

 

・仏教の基礎を学習し，東洋人の宗教観を理解する． 

仏教の根本的な考え方を理解し西洋の宗教観との相

違点についても理解する。 

 

・儒家・道家の中国思想の学習を通して東洋における

人間関係のあり方や道徳観の考え方を理解する。 

 

 
・プリントを活用し、芸術と人生の価値や方向づけに

ついての関連性を考える。 

 

 

・近代について理解し、二つのＲ(ルネサンス・宗教

改革=Reformation)について考察する。 

 

・二つのＲ(ルネサンス・宗教改革)を経て，近代合理

主義精神が芽生えたことを理解する。 

・宗教戦争を背景に登場してきたモラリストを通して

人言の在り方・生き方について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

・近代西洋における合理的・科学的精神を理解し， 

かつ東洋思想との相違についても考える。 

 

・近代西洋哲学における経験論・合理論の比較を通し

て思想内容の違いを理解する。 

１ 

 

４ 

   

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

１ 

５ 

 

   

 

 

５ 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

２ 



 

 

 

12 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

３ 

 

  

経験論・合理論 

第３節 民主社会における人間の

在り方 

社会契約説 

第４節 自己実現と幸福 

ドイツ観念論 

 

 

 

２学期期末考査（P. ９０～１０９）  

 

功利主義 

プラグマティズム 

第５節 個人と社会との関わり 

社会主義 

 

 

 

実存主義 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年末考査（P. １１０～１３９）  

 

 

・市民革命による絶対王政の打破と民主主義社会の歩

みを、社会契約説を通して理解する。 

・自律としての自由カント／善意志と目的の国 

・自由や人格の尊厳の意味について考えよう。自己実現

と自由 ヘーゲル／絶対精神の目的と自由／弁証法

／人倫と自由の実現 

・カントとヘーゲルの思想の違いを理解する。 

 

・最大多数の最大幸福 ベンサム／不満足なソクラテス 

ミル 

・社会の進歩改善を目指した思想家の幸福感を考える。 

プラグマティズム／民主主義の実現と幸福デユーイ 

人間疎外の原因 マルクス／／唯物史観 

・空想的社会主義・科学的社会主義・修正マルクス主義

について段階的に理解する。 

自己を見つめる キルケゴール／実存的交わりヤス

パース ニヒリズムを超えて／神の死と超人  

ニ－チェ／死への存在 ハイデツガー 

・内面的な主体性の回復を目指した思想家の思想を考 

える。 

・孤独な実存に目覚め、他者との連携を図る重要性を 

知る。 

・本来的自己を回復し、疎外を克服する大切さを知る。 

自由と責任 サルトル 

 

実践演習（プリント） 

 

   

   

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地理歴史 科 ３ 年 日本史Ｂ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 日本史Ｂ 対象  スポーツ          コース 単位数 ４  単位 

教科書 『詳説日本史 改訂版』 出版社 山川出版社 

副教材 『日本史Ｂ用語集』（山川出版社）  『詳説日本史図録』（山川出版） 

『ゼミナール日本史』（浜島書店） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法  

①評価の観点・内容・方法 

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の趣旨 

我が国の歴史の展

開に関心を持ち，

また，意欲的に追

求して，日本国民

として国際社会に

主体的に責任を果

そうとする。 

 

我が国の歴史の展開から課

題を見いだし国際環境と関

連付けて多面的・多角的に

考察し，我が国の文化と伝

統の特色についての認識を

深め，国際社会の変化を踏

まえ公正に判断して，その

過程や結果を適切に表現し

ている。 

我が国の歴史の展

開に関する諸資料

を収集し，有用な

情報を適切に選択

して，読み取った

り，図表などにま

とめたりしてい

る。 

我が国の歴史

の展開につい

ての基本的な

事柄を，国際

環境と関連付

けて，総合的 

に理解し，知

識を身に付け

ている。 

評価の方法 
ノート提出 

問題集提出 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

②成績評価の方法 

①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・ノート・プリント・問題集など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学習単元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ ガイダンス（体験学習等） 

第 3 部 近世 

第６章 幕藩体制の確立 

１ 織豊政権 

２ 桃山文化 

３ 幕藩体制の成立 

・日本史学習のモデルスタイル等の説明を理解する。 

・織豊政権から初代将軍徳川家康･2 代将軍秀忠・3 代将

軍・家光の政治、史料をまじえながら諸制度の特色を学

ぶ。南蛮貿易・江戸初期の外交と鎖国に至るまでの原

因･経過・結果･意義について学ぶ。 

・この時代幕藩体制が確立したこと。鎖国のメリット･デ

メリットを理解する。 

１２ 

 

 

５ 第７章 幕藩体制の展開 

１ 幕政の安定 

１学期中間考査 

２ 経済の発達 

３ 元禄文化 

・４代家綱・５代綱吉・正徳の治などの政治を学ぶ。 

武断政治から文治政治へ転換したことや財政改革が幕府

の今後の課題になることなどを理解する。江戸時代の農

業・産業・流通機構や、そのなかから発展した町人文化を学

ぶ。 
・貨幣経済の発達が政治・文化にもたらした影響を理解する。 

・元禄文化の特色である現実主義と実証主義の傾向を文学

や学問の発達から学習する。 

１３ 

６ 第８章 幕藩体制の動揺 

１ 幕政の改革 

・享保の改革・寛政の改革・田沼政治の特色をまとめ比較

し，その相違を学ぶ。 

１７ 

④ 我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界史と関連付けて総合的に考察する。 

 ② 我が国の伝統と文化の特色についての認識を深める。 

 ③ 歴史的思考力を培い国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 



 ２ 宝暦・天明期の文化 

３ 幕府の衰退と近代への道 

４ 化政文化 

・大塩の乱の発生や天保の改革の失敗は幕府権力の衰退を

示すことを学習する。古典研究に始まる国学が次第に反

幕府の指導的理念になっていくこと，および藩校・私

塾・寺子屋が教育の発達に大いに役立ったことを学習す

る。 

 

７ １学期期末考査  ３ 

８ 学力テスト  ２ 

９ 第４部 近代･現代 

第 9 章 近代国家の成立 

１ 開国と幕末の動乱 

２ 明治維新と富国強兵 

 

基礎学力到達度テスト 

・開国問題と将軍継嗣問題が複雑に絡み合い，大名が南紀

派と一橋派に分かれ争ったこと，及び桜田門外の変以

後，朝廷も巻き込んだ公武合体派と尊王攘夷派に分かれ

て争った経緯を学習する。 

・五箇条の誓文，政体書のもつ開明性と五榜の掲示の封建

制を比較することにより新政府の特質を学ぶ。 

１６ 

１０ ３ 立憲国家の成立と日清

戦争 

 

２学期中間考査 

４ 日露戦争と国際関係 

５ 近代産業の発達 

６ 近代文化の発達 

 

自由民権運動の思想的背景及びその階級的性格，意義を学

ぶ。 

大日本帝国憲法の制定過程と内容，及び日本国憲法との相

違を学ぶ。 

日露戦争は帝国主義国間の対立を背景に戦われたこと，日

本国民は開戦強硬論に傾いていったことを学ぶ。 

日本資本主義の発展とともに社会問題があらわれたことを

学ぶ。 

日清戦争後，日本の対外膨張を支える国家主義が思想界の

主流になったことを学ぶ。 

１４ 

 

１１ 第 10 章 二つの世界大戦

とアジア 

１ 第一次世界大戦と日本 

２ ワシントン体制 

３ 市民生活の変容と大衆 

文化 

４ 恐慌の時代 

５ 軍部の台頭 

２学期期末考査 

 

 

日清戦争後，日本の対外膨張を支える国家主義が思想界の

主流になったことを学ぶ。 

近代国家の建設とともに西欧文化の影響を受け，文学･美

術・建築様式などに新しい傾向が見られるようになったこ

とを学ぶ。 

 

１５ 

 

１２ ６ 第二次世界大戦 

第 11 章 占領下の日本 

１ 占領と改革 

２ 冷戦の開始と講和 

第 12 章高度成長の時代 

１ ５５年体制 

２ 経済復興から高度成長 

 へ 

第 13 章激動する世界と 

日本 

１ 経済大国への道 

２ 冷戦終結と日本社会の

動揺 

第一次世界大戦から第二次世界大戦にかけて，変化する国

際情勢を学ぶ。 

西欧の帝国主義型発展の帰結として植民地争奪戦争が起き

た。西欧社会を模範としてきた日本もその対立のなかに加

わっていくことを学ぶ。 

財閥解体と農地改革が日本の民主化にもつ政治的・経済

的・社会的な意義を理解する。 

朝鮮戦争に際して、特需を土台に日本経済の復興が進めら

れ、同時に戦後初期における民主化に逆行するような動き

が起きてきたことにも着目する。 

保守一党優位の政治体制がもたらしたものを考えさせる。 

経済の高度成長に伴って、国民生活の向上が見られた反

面、経済成長のひずみがどのように現れ、どのような社会

問題を生み出したかを考察する。 

日中共同声明の意義について考察する。 

我々国民は、国家の主権者として、日本の進路を自主的な

立場と態度をもって決定すべき重大な責任を担っているこ

とを理解する。 

 

６ 

   ９８ 



公民 科 ３ 年 現代社会 年間授業計画（シラバス） 
科目名 現代社会 対象     スポーツ         コース 単位数 ２  単位 

教科書 『現代社会』 出版社 東京書籍 

副教材 ライブ！現代社会 2019（帝国書院），要点マスター現代社会演習ノート（東京書籍） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の 

 内容 

現代社会の基本的問題と

人間に関わる事項に対す

る関心を高め，意欲的に

課題を追究するととも

に，社会的事象を総合的

に考察しようとする態度

と平和で民主的なよりよ

い社会の実現に向けて参

加，協力する態度を身に

付け，現代社会に生きる

人間としての在り方生き

方について自覚を深めよ

うとする。 

現代社会の基本的問題

と人間に関わる事柄か

ら課題を見いだし，社

会的事象の本質や人間

としての在り方生き方

について広い視野に立

って多面的・多角的に

考察し，社会の変化や

様々な立場，考え方を

踏まえ公正に判断し

て，その過程や結果を

様々な方法で適切に表

現している。 

現代社会の基本的

問題と人間にかか

わる事柄に関する

諸資料を様々なメ

ディアを通して収

集し，有用な情報

を適切に選択し

て，効果的に活用

して学び方を身に

付けている。 

現代社会の基本的

問題と人間として

の在り方生き方に

かかわる基本的な

事柄や，学び方を

理解し，その知識

を身に付けてい

る。 

評価の 

方法 

・小テスト 

・プリント 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・プリント 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワーク 

・観察など 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・小テスト・ノート・課題など）２割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて，広い視野に立って，現代の社会と人間についての

理解を深め，現代社会の基本的な問題について主体的に考え公正に判断する力を養う。 

②自ら人間としての在り方生き方について考える力の基礎を養い，良識ある公民として必要な能力

と態度を養う。 



３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

4 月 

 

 

 

 

 

5 月 

 

 

 

6 月 

 

 

 

 

 

7 月 

 

 

 

8 月 

 

9 月 

 

 

 

 

10 月 

 

 

 

11 月 

 

 

 

 

12 月 

 

 

 

 

ガイダンス 

学習方法習得体験 

学習 

第 4 章 現代の経済

と国民福祉 

 

１ 経済のしくみ 

 

 
〈１学期中間テスト〉 

 

 

  

２，変化する日本 

経済 

 

 

 

 

 

〈１学期期末テスト〉 

 

 

 

 

 

２，変化する日本 

経済 

 

 

 
〈２学期中間テスト〉 

 

 

３，豊かな生活の 

実現 

 

 

 
〈２学期期末テスト〉 

視覚教材・グループ

学習等 

・学習方法、年間進度を確認する 

・体験学習を通じて学習方法を学ぶ。 

①経済社会の変容    ②現代の企業    

③市場経済のしくみ   ④国民所得と経済成長   

・「産業革命」による技術革新に伴う社会の様々な変化

や，企業，市場経済の仕組みについて理解する。価格の

働き働きを理解し，独占や寡占，市場の失敗について考

察する。経済指標，経済成長について理解し，景気変動

について考察する。 

⑤金融のしくみと働き  ⑥中央銀行の役割と金融の自由化 

⑦政府の役割と財政 

・金融政策，財政制度について理解し，市場や金融、財政の

課題について、幸福、正義、公正の観点から考察させる。

金融政策，財政制度について理解し，日本の財政をめぐる

諸課題を考察する。 

①戦後復興と高度経済成長 

戦後の日本経済と高度経済成長の要因について理解する。 

②産業構造の転換と国際経済環境の変化   

③経済のバブル化とその後 

④日本経済の現在  ⑤中小企業と農家 

 

・戦後の日本経済と高度経済成長の要因について理解する。

石油危機を契機とした，産業構造の転換，プラザ合意につ

いて理解し，バブル景気発生から崩壊まで，そのしくみや

要因，影響，対応について理解する。バブル景気崩壊後の

日本経済について考え，日本経済が直面する現状と課題に

ついて考察する。 

・日本の中小企業が抱える問題，農業問題，バブル景気崩壊

後の日本経済について学び，日本経済が直面する現状と課

題について考える。 

①自立した消費者への道  ②労働者の権利   

③現代の雇用・労働問題  ④社会保障の役割       

⑤環境保全と循環型社会 

 

・消費者の権利と問題点，労働者の権利と問題点について理 

し，雇用形態の実態と問題点について理解する。社会保障

の意義を考え，日本の社会保障制度と抱える問題点につい

て理解する。日本の公害の歴史，その変遷や対策について

考える。 

 

・国際経済の仕組みと動向や現代の諸課題について視聴覚教

材やグループ学習を通じて主体的に学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 学期 

25 時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 学期 
31 時間 

※理解度やその他都合の為，省略や変更，前後することもありうる。 

 

 

 

 

 



地理歴史 科 ３ 年 世界史Ｂ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 世界史Ｂ 対象  進学文系Ⅰ・Ⅱ コース 単位数 ４ 単位 

教科書 詳説世界史Ｂ［改訂版］ 出版社 山川出版社 

副教材 最新世界史図説タペストリー［十七訂版］（帝国書院） ゼミナール世界史（浜島書店） 

詳説世界史１０分間テスト［改訂版］（山川出版社） 世界史Ｂ用語集（山川出版社） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の 

内容 

世界の歴史に対する

関心と課題意識を高

め，意欲的に追及す

るとともに，国際社

会に主体的に生き国

家・社会を形成する

日本国民としての責

務を果たそうとす

る。 

世界の歴史から課題

を見いだし，文化の

多様性・複合性や現

代社会の特質を多面

的・多角的に課題を

考察し，国際社会の

変化を踏まえ公正に

判断して，その過程

や結果を適切に表現

している。 

世界の歴史に関する

諸資料を収集し，有

用な情報を選択し

て，読み取ったり図

表などにまとめたり

している。 

世界の歴史について

の基本的な事柄を地

理的条件や日本の歴

史と関連付けながら

理解し，その知識を

身に付けている。 

評価の 

方法 

学習活動への姿勢 

ノート提出 

学習活動における 

発言内容 

定期考査 

単元テスト 

ノート提出 

定期考査 

単元テスト 

定期考査 

単元テスト 

課題提出 

 

②成績評価の方法 

①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめる。 

 【評価の内容】 定期考査８割  平常点（学習態度・小テスト・ノート・課題など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

ガイダンス 

学習方法習得体験学習 

 

［第８章］ 
近世ヨーロッパ世界の形成 

 

 

 

［第９章］ 
近世ヨーロッパ世界の展開 

 

・「学習のねらい」「授業の概要」「評価方法」についての

説明を理解する。 

・基礎学力到達度テスト受験を念頭に置き，世界史の学習

方法を養う。 

 

・１５世紀から１７世紀までのヨーロッパ世界の動向とア

メリカ・アフリカとの関係に触れ，宗教改革の特質，及

びヨーロッパ各地における主権国家体制形成の過程につ

いて理解する。 

 

１ 

１ 

 

 

８ 

 

 

 

 

１２ 

 ① 世界の歴史の大きな枠組みと展開を、諸資料に基づき，地理的条件や日本の歴史と関連付けて

構造的に理解する。 

 ② 世界の歴史における文化・文明の多様性・複合性を，諸地域世界の接触や交流に着目して考察

する。 

 ③ 世界の歴史の理解を踏まえて，現代社会の特質を様々な要素の関連の中で考察する。 



 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

 

８ 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

【一学期中間考査】 

 

［第１０章］ 

近代ヨーロッパ・アメ

リカ世界の成立 

 

 

［第１１章］ 

欧米における近代国家

の発展 

 

【一学期期末考査】 

［第１２章］ 

アジア諸地域の動揺 

 

 

 

 

 

 

［第１３章］ 

帝国主義とアジアの民

族運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

【二学期中間考査】 

 

［第１４章］ 

二つの世界大戦 

 

 

 

 

［第１５章］ 

冷戦と第三世界の自立 

 

 

 

［第１６章］ 

現代の世界 

 

 

 

【二学期期末考査】 

 

 

・１７世紀から１８世紀までのヨーロッパ世界の動向とア

メリカ・アフリカとの関係に触れ，「絶対王政」や啓蒙

専制君主の下でのヨーロッパ各国の動向，各国の海外進

出の特質，及び１７～１８世紀の社会と文化の特色につ

いて理解する。 

 

・１８世紀から１９世紀までのヨーロッパ・アメリカにお

ける産業社会と国民国家の形成の過程に触れ，産業革命

の特色，アメリカ独立革命およびフランス革命の背景と

展開，影響について理解する。 

 

・１９世紀における欧米世界の歴史の大きな枠組みと展開

に触れ，ウィーン体制下の各地における国民統一国家の

形成，アメリカ合衆国の領土拡張と南北戦争の特色，ラ

テンアメリカ諸国の独立，及び１９世紀の欧米文化につ

いて理解する。 

 

 

 

・西アジア（オスマン帝国・アラブ世界），南アジア（イ

ンド），東アジア（清・朝鮮・日本）などの動向に触

れ，ヨーロッパ諸国のアジアへの進出と，それに端を発

したアジア諸地域の政治・社会・文化の変容について理

解する。 

 

・ヨーロッパ諸国によるアフリカ・アジア・太平洋・カリ

ブ海地域への進出とイスラーム世界やインド・中国，ラ

テンアメリカ地域の動向に触れ，帝国主義の背景・展

開・国内政治の様子，及びアジア・アフリカでの民族運

動について理解する。 

 

 

・総力戦としての二つの世界大戦を中心に，ロシア革命と

ソヴィエト連邦の成立，大衆社会の出現とファシズム，

世界恐慌と資本主義の変容，アジア（中国・インド・イ

スラーム世界）・アフリカの民族運動に触れ，２０世紀

前半の世界の動向と社会の特質について理解する。 

 

・米ソ両陣営による冷戦の展開，戦後の復興と経済発展，

アジア・アフリカ諸国の独立とその後の課題，平和共存

の模索などに触れ，第二次世界大戦後から１９６０年代

までの世界の動向について理解する。 

 

・市場経済のグローバル化とアジア経済の成長，冷戦の終

結とソヴィエト連邦の解体，地域統合の進展，知識基盤

社会への移行，地域紛争の頻発，環境や資源・エネルギ

ーを巡る問題などに触れ，１９７０年代以降の世界と日

本の動向及び社会の特質について理解する。 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

地理歴史 科 ３ 年 日本史Ａ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 日本史Ａ 対象  進学文系Ⅰ・Ⅱ コース 単位数 １  単位 

教科書 高等学校 日本史Ａ 人・くらし・未来 出版社 第一学習社 

副教材 補助プリント資料 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の 

内容 

我が国の歴史の展開に 

関心を持ち，また，意欲 

的に追求して，日本国民 

として国際社会に主体 

的に責任を果そうとす 

る。 

 

 

 

 

我が国の歴史の展開か 

ら課題を見いだし国際 

環境と関連付けて多面 

的・多角的に考察し，我 

が国の文化と伝統の特 

色についての認識を深 

め，国際社会の変化を踏 

まえ公正に判断して，そ 

の過程や結果を適切に 

表現している。 

我が国の歴史の展開 

に関する諸資料を収 

集し，有用な情報を 

適切に選択して，読 

み取ったり，図表な 

どにまとめたりして 

いる。 

我が国の歴史の展開 

についての基本的な 

事柄を，国際環境と 

関連付けて，総合的 

に理解し，知識を身 

に付けている。 

評価の 

方法 

ノート提出 

 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

 

②成績評価の方法 

  ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめる。 

 【評価の内容】  

定期考査（２回）８割  平常点（学習態度・小テスト・ノート・課題など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

ガイダンス 

学習方法習得体験学習 

 

第一次世界大戦と日本 

 

ロシア革命 

 

大戦後のパリ講和会議 

 

 

第一次大戦後の協調外

交 

 

・「学習のねらい」「授業の概要」「評価方法」について

の説明を理解する。 

 

・第一次世界大戦の背景と，日本の参戦を理解する。 

  

・ロシア革命の背景と，革命が及ぼした影響を理解する。 

 

・パリ講和会議と中国，朝鮮の民族意識の高まりを理解す

る。 

 

・ワシントン会議で軍備制限や約束され，協調外交が進展

したことを理解する。 

 

１ 

１ 

 

３ 

 

２ 

 

３ 

 

２ 

 

 

 

 ① 第一次世界大戦を通じて帝国主義戦争を理解する。 

 ② 第一次世界大戦後の協調外交と，中国に対する強硬外交を理解する。 

 ③ 第二次世界大戦と太平洋戦争の背景，経過，結果，及び影響を理解する。 



８ 

９ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一学期期末考査】 

日本外交の行き詰まり 

 

 

満州事変と軍部の台頭 

 

 

三国防共協定と日中戦

争 

 

 

第二次世界大戦と太平

洋戦争 

戦局の推移 

戦時下の国民生活 

連合国の動向と日本の

敗戦 

 

 

【二学期期末考査】 

 

 

・第一次世界大戦後の日本外交が強硬姿勢に変化したこ

と，及び関東軍による中国支配が進展したことを理解す

る。 

・関東軍による中国東北地方への進出の背景と過程につい

て触れ，日本が国際的に孤立したことを理解する。 

 

・日本がイタリア，ドイツに接近する過程を理解する。 

・盧溝橋事件をきっかけに第２次国共合作が成立し，日中

戦争への道が開かれたことを理解する。 

 

・第二次世界大戦開戦の背景と経過について理解する。 

・太平洋戦争開戦の背景と経過について理解する。 

 

・戦争中の国内の様子について理解する。 

・太平洋戦争の終結について，連合国軍による戦後構想の

構築の過程を踏まえて理解する。 

 

３ 

 

３ 

 

 

３ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地理歴史 科 ３ 年 日本史Ｂ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 日本史Ｂ 対象  進学文系Ⅰ・Ⅱ          コース 単位数 ５  単位 

教科書 『詳説日本史 改訂版』 出版社 山川出版社 

副教材 『日本史Ｂ用語集』（山川出版社）  『詳説日本史図録』（山川出版） 

『ゼミナール日本史』（浜島書店）   

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法 

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の趣旨 

我が国の歴史の展

開に関心を持ち，

また，意欲的に追

求して，日本国民

として国際社会に

主体的に責任を果

そうとする。 

 

我が国の歴史の展開から課

題を見いだし国際環境と関

連付けて多面的・多角的に

考察し，我が国の文化と伝

統の特色についての認識を

深め，国際社会の変化を踏

まえ公正に判断して，その

過程や結果を適切に表現し

ている。 

我が国の歴史の展

開に関する諸資料

を収集し，有用な

情報を適切に選択

して，読み取った

り，図表などにま

とめたりしてい

る。 

我が国の歴史

の展開につい

ての基本的な

事柄を，国際

環境と関連付

けて，総合的 

に理解し，知

識を身に付け

ている。 

評価の方法 
ノート提出 

問題集提出 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

 

②成績評価の方法 

①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・ノート・プリント・問題集など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学習単元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ ガイダンス（体験学習

等） 

第６章 幕藩体制の確立 

１ 織豊政権 

２ 桃山文化 

３ 幕藩体制の成立 

第７章 幕藩体制の展開 

１ 幕政の安定 

・日本史学習のモデルスタイル等の説明について理解す

る。 

・初代将軍徳川家康･2 代将軍秀忠・3 代将軍家光の政治、

史料をまじえながら諸制度の特色を学ぶ。江戸初期の外

交と鎖国に至るまでの原因･経過・結果･意義について学

ぶ。 

・この時代幕藩体制が確立したこと。鎖国のメリット･デ

メリットを理解する。 

・４代家綱・５代綱吉・正徳の治などの政治を学ぶ。 

武断政治から文治政治へ転換したこと。財政改革が幕府

の今後の課題になることなどを理解する。 

１６ 

 

５ ２ 経済の発達 

１学期中間考査 

３ 元禄文化 

第８章 幕藩体制の動揺 

１ 幕政の改革 

・江戸時代の農業・産業・流通機構や、そのなかから発展

した町人文化を学ぶ。 

・貨幣経済の発達が政治・文化にもたらした影響を理解す

る。 

・元禄文化の特色である現実主義と実証主義の傾向を文学

や学問の発達から学習する。享保の改革・寛政の改革・

田沼政治の特色をまとめ比較し，その相違を学ぶ。 

１５ 

⑤ 我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界史と関連付けて総合的に考察する。 

 ② 我が国の伝統と文化の特色についての認識を深める。 

 ③ 歴史的思考力を培い国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 



６ ２ 宝暦・天明期の文化 

３ 幕府の衰退と近代への

道 

４ 化政文化 

・大塩の乱の発生や天保の改革の失敗は幕府権力の衰退を

示すことを学習する。古典研究に始まる国学が次第に反

幕府の指導的理念になっていくこと，および藩校・私

塾・寺子屋が教育の発達に大いに役立ったことを学習す

る。 

２２ 

７ １学期期末考査  ４ 

８ 学力テスト  ２ 

９ 第４部 近代･現代 

第 9 章 近代国家の成立 

１ 開国と幕末の動乱 

２ 明治維新と富国強兵 

 

基礎学力到達度テスト 

・開国問題と将軍継嗣問題が複雑に絡み合い，大名が南紀

派と一橋派に分かれ争ったこと，及び桜田門外の変以

後，朝廷も巻き込んだ公武合体派と尊王攘夷派に分かれ

て争った経緯を学習する。 

・五箇条の誓文，政体書のもつ開明性と五榜の掲示の封建

制を比較することにより新政府の特質を学ぶ。 

２０ 

１０ ３ 立憲国家の成立と日

清戦争 

 

２学期中間考査 

４ 日露戦争と国際関係 

５ 近代産業の発達 

６ 近代文化の発達 

・自由民権運動の思想的背景及びその階級的性格，意義を

学ぶ。 

・大日本帝国憲法の制定過程と内容，及び日本国憲法との

相違を学ぶ。 

・日露戦争は帝国主義国間の対立を背景に戦われたこと，

日本国民は開戦強硬論に傾いていったことを学ぶ。 

・日本資本主義の発展とともに社会問題があらわれたこと

を学ぶ。 

・日清戦争後，日本の対外膨張を支える国家主義が思想界

の主流になったことを学ぶ。 

１８ 

１１ 第 10 章 二つの世界大戦

とアジア 

１ 第一次世界大戦と日本 

２ ワシントン体制 

３ 市民生活の変容と大

衆文化 

４ 恐慌の時代 

５ 軍部の台頭 

２学期期末考査 

・日清戦争後，日本の対外膨張を支える国家主義が思想界

の主流になったことを学ぶ。 

・近代国家の建設とともに西欧文化の影響を受け，文学･

美術・建築様式などに新しい傾向が見られるようになっ

たことを学ぶ。 

 

 

１８ 

１２ ６ 第二次世界大戦 

第 11 章 占領下の日本 

１ 占領と改革 

２ 冷戦の開始と講和 

 

 

 

 

 

 

第 12 章高度成長の時代 

１ ５５年体制 

２ 経済復興から高度成

長へ 

第 13 章激動する世界と 

日本 

１ 経済大国への道 

２ 冷戦終結と日本社会

の動揺 

・第一次世界大戦から第二次世界大戦にかけて，変化する

国際情勢を学ぶ。 

・西欧の帝国主義型発展の帰結として植民地争奪戦争が起

きた。西欧社会を模範としてきた日本もその対立のなか

に加わっていくことを学ぶ。 

・財閥解体と農地改革が日本の民主化にもつ政治的・経済

的・社会的な意義を理解する。 

・朝鮮戦争に際して、特需を土台に日本経済の復興が進め

られ、同時に戦後初期における民主化に逆行するような

動きが起きてきたことにも理解する。 

・保守一党優位の政治体制がもたらしたものを考えさせ

る。 

・経済の高度成長に伴って、国民生活の向上が見られた反

面、経済成長のひずみがどのように現れ、どのような社

会問題を生み出したかを考える。 

・日中共同声明の意義について理解する。 

我々国民は、国家の主権者として、日本の進路を自主的

な立場と態度をもって決定すべき重大な責任を担ってい

ることを理解する。 

６ 

   １２１ 



地理歴史 科 ３ 年 地理Ｂ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 地理Ｂ 対象  進学文系Ⅰ・Ⅱ コース 単位数   ５単位 

教科書 新詳地理Ｂ  新詳高等地図 出版社 帝国書院 

副教材 新詳地理資料 COMPLETE 2020（帝国書院），パワーアップ 整理と演習（帝国書院） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の 

内容 

現代世界の地理的事

象に対する関心と課

題意識を高め，それ

を意欲的に追究し国

際社会に主体的に生

きる日本国民として

の責任を果たそうと

する。 

現代世界の地理的

事象から課題を見い

だし，それを系統地

理的に考察したり，

歴史的背景を踏まえ

て地誌的に考察した

りし，国際社会の変

化を踏まえて公正に

判断してその結果や

過程を適切に判断し

ている。 

地図や統計，画像

など地域に関する諸

資料を収集し，有用

な情報を選択して，

読み取ったり図表に

ま と め た り し て い

る。 

現代世界の地理的事

象についての基本的

な事柄や追及の方法

を理解し，その知識

を身に着けている。 

評価の 

方法 

 

・学習活動への姿勢 

・定期テスト 

・小テスト 

・課題 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・小テスト 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・ワークシート 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・小テスト 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・小テスト・課題など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

4 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

6 

 

 

ガイダンス 

学習方法習得体験学習 

 

Ⅲ-2-4 

 ○南アジア地誌 

Ⅲ-2-5 

○西アジア・中央アジア地誌 

Ⅲ-2-6 

○アフリカ地誌 

 

＜1 学期中間テスト＞ 

Ⅲ-2-7 

○ヨーロッパ地誌 

Ⅲ-2-8 

・1 年間の進め方や予習復習について理解する。 

・基礎学力到達度テスト受験を念頭に置き、地理の学

習方法を体得する。 

・南アジアの地誌を多様性に着目して理解する。 

 

・西アジア・中央アジアの地誌を多様性に着目して 

理解する。 

 

・アフリカの地誌を地域性に着目して理解する。 

 

 

 

・ヨーロッパの地誌を多様性に着目して理解する。 

 

1 

1 

 

8 

 

8 

 

8 

 

 

 

10 

 

7 

 ① 現代世界の地理的事象を系統地理的に，現代世界の諸地域を，歴史的背景を踏まえて地誌的に

考察し，現代世界の地理的認識を養う 

 ② 地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を 

養う。 



 

7 

 

 

 

 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

 

 

12 

○ロシア地誌 

Ⅲ-2-10 

○ラテンアメリカ地誌 

＊基礎学力到達度テスト問題演習 

 

＜1 学期期末テスト＞ 

 

＊基礎学力到達度テスト問題演習 

 

＊諸地域の抱える課題について 

 

  ＜2 学期中間テスト＞ 

 

＊諸地域の抱える課題について 

 

  ＜2 学期期末テスト＞ 

 

＊諸地域の抱える課題について 

・ロシアの地誌を地域性に着目して理解する。 

 

・ラテンアメリカの地誌を地域性に着目して理解 

する。 

 

・基礎学力到達度テストに向けての問題演習を行う。 

 

 

 

・基礎学力到達度テストに向けての問題演習を行う。 

 

・諸地域の抱える課題について，系統地理的・地誌的

の両面から考察していく。 

 

 

・諸地域の抱える課題について，系統地理的・地誌的

の両面から考察していく。 

 

 

・諸地域の抱える課題について，系統地理的・地誌的

の両面から考察していく。 

 

8 

 

8 

 

 

 

20 

 

20 

 

 

 

20 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地理歴史 科 ３ 年 地理Ａ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 地理Ａ 対象  進学理系Ⅰ・Ⅱ コース 単位数   ２単位 

教科書 高等学校 新地理Ａ ，新詳高等地図 出版社 帝国書院 

副教材 新詳地理資料 COMPLETE 2021（帝国書院） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の 

内容 

現代世界の地理的事

象に対する関心と課

題意識を高め，それ

を意欲的に追究し国

際社会に主体的に生

きる日本国民として

の責任を果たそうと

する。 

現代世界の地理的

事象から課題を見い

だし，それを地域性

や歴史的背景，日常

生活との関連を踏ま

えて多面的・多角的

に考察し，国際社会

の変化を踏まえて公

正に判断して，その

過程や結果を適切に

表している。 

地図や統計，画像

など地域に関する諸

資料を収集し，有用

な情報を選択して，

読み取ったり図表に

ま と め た り し て い

る。 

現代世界の地理的事

象についての基本的

な事柄や追及の方法

を理解し，その知識

を身に着けている。 

評価の 

方法 

 

・学習活動への姿勢 

・定期テスト 

・小テスト 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・小テスト 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・ワークシート 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・小テスト 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・小テスト・課題など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

4 

 

 

 

5 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

ガイダンス 

1-1-1 

○地球上の位置と国家 

 

1-1-2 

○グローバル化が進む世界 

 

＜1 学期中間テスト＞ 

 

1-2-1 

○人々の生活と地形 

 

1-2-2 

○人々の生活と気候 

 

○1 年間の進め方 予習復習について 

[学習内容] 地図と地球儀 図法 時差 領域 国家 

[ねらい] 地球に関する基礎事項を学ぶ  

 

[学習内容]  貿易 交通と通信 観光 

[ねらい] グローバル化を貿易，交通と通信などから 

捉える 

 

 

 

[学習内容] プレートテクトニクス 大地形 小地形 

[ねらい] 大地形，小地形の形成要因を理論的に学習 

する。 

 

1 

7 

 

 

6 

 

 

 

 

7 

 

 

7 

 

 

① 現代世界の地理的な諸課題を地域性や歴史的背景，日常生活との関連を踏まえて考察し，現代

世界の地理的認識を養う。 

 ② 地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を 

養う。 



7 

 

8 

9 

10 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

＜1 学期期末テスト＞ 

 

1-2-3 

○人々の生活と産業・文化 

 

＜2 学期中間テスト＞ 

 

1-3-11 

○オーストラリアの生活・文化 

 

1-3-9 

○アングロアメリカの生活・文

化 

 

＜2 学期期末テスト＞ 

 

1-3-3 

○東南アジアの生活・文化 

[学習内容] 気候区分 地域特性 植生 土壌 人々の

生活 

[ねらい] 気候要素など，気候に関する基礎事項を理解

する。 

 

 

 

[学習内容] 農業 工業 生活と文化のかかわり 

[ねらい] 生活と文化のかかわりを産業面から捉える。 

 

 

 

[学習内容] オーストラリアの自然，産業，文化 

[ねらい] 地域の特徴を，地誌的な見方・考え方で理解

する。 

 

[学習内容] アングロアメリカの自然，産業，文化 

[ねらい] 地域の特徴を，地誌的な見方・考え方で理解

する。 

 

 

 

[学習内容] 東南アジアの自然，産業，文化 

[ねらい] 地域の特徴を，地誌的な見方・考え方で理解

する。 

 

 

7 

 

 

 

 

6 

 

 

6 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地理歴史 科 ３ 年 世界史 B 年間授業計画（シラバス） 
科目名 世界史 B 対象  特進文系 コース 単位数 ３  単位 

教科書 詳説世界史 B〔改訂版〕 出版社 山川出版社 

副教材 最新世界史図説タペストリー〔十七訂版〕（帝国書院） ゼミナール世界史（浜島書店） 

短期攻略大学入学共通テスト対策世界史Ｂ（駿台文庫）  世界史Ｂ用語集（山川出版社） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の 

内容 

世界の歴史に対する

関心と課題意識を高

め，意欲的に追及す

るとともに，国際社

会に主体的に生き国

家・社会を形成する

日本国民としての責

務を果たそうとす

る。 

世界の歴史から課題

を見いだし，文化の

多様性・複合性や現

代社会の特質を多面

的・多角的に課題を

考察し，国際社会の

変化を踏まえ公正に

判断して，その過程

や結果を適切に表現

している。 

世界の歴史に関する

諸資料を収集し，有

用な情報を選択し

て，読み取ったり図

表などにまとめたり

している。 

世界の歴史について

の基本的な事柄を地

理的条件や日本の歴

史と関連付けながら

理解し，その知識を

身に付けている。 

評価の 

方法 

学習活動への姿勢 

ノート提出 

学習活動における 

発言内容 

定期考査 

単元テスト 

ノート提出 

定期考査 

単元テスト 

定期考査 

単元テスト 

課題提出 

 

②成績評価の方法 

  ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 【評価の内容】   定期考査８割   平常点（学習態度・単元テスト・ノート提出・課題提出）

２割 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイダンス 

学習方法習得体験学習 

 

［第 10 章］ 

フランス革命とナポレオ

ン 

 

 

 

 

・「学習のねらい」「授業の概要」「評価方法」について理

解する。 

・共通テスト，及び個別学力試験を念頭に置き，世界史の

学習方法を体得する。 

 

・フランス革命の展開とナポレオンの事績に触れ，革命と

ナポレオン帝政の特色，及びそれらがもたらした国民国

家の理念について理解する。 

 

 

１ 

１ 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 ① 世界の歴史の大きな枠組みと展開を，諸資料に基づき，地理的条件や日本の歴史と関連付けて

構造的に理解する。 

 ② 世界の歴史における文化・文明の多様性・複合性を，諸地域世界の接触や交流に着目して考察 

する。 

 ③ 世界の歴史の理解を踏まえて，現代社会の特質を様々な要素の関連の中で考察する。 



５ 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

８ 

９ 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

１ 

 

２ 

［第 11 章］ 

欧米における近代国家

の発展 

 

 

【一学期中間考査】 

 

［第 12 章］ 

アジア諸地域の動揺 

 

 

 

［第 13 章］ 

帝国主義とアジアの民

族運動 

 

【一学期期末考査】 

 

［第 14 章］ 

二つの世界大戦 

 

 

 

【二学期中間考査】 

 

［第 15 章］ 

冷戦と第三世界の自立 

 

 

 

［第 16 章］ 

現代の世界 

 

 

 

【二学期期末考査】 

 

 

 

［共通テスト対策］ 

 

 

 

［個別学力試験対策］ 

 

 

・19 世紀における欧米世界の歴史の大きな枠組みと展開に

触れ，ウィーン体制下の各地における国民統一国家の形

成，アメリカ合衆国の領土拡張と南北戦争の特色，ラテ

ンアメリカ諸国の独立，及び19世紀の欧米文化について

理解する。 

 

 

 

・西アジア（オスマン帝国・アラブ世界），南アジア（イ

ンド），東アジア（清・朝鮮・日本）などの動向に触

れ，ヨーロッパ諸国のアジアへの進出と，それに端を発

したアジア諸地域の政治・社会・文化の変容について理

解する。 

 

・ヨーロッパ諸国によるアフリカ・アジア・太平洋・カリ

ブ海地域への進出とイスラーム世界やインド・中国，ラ

テンアメリカ地域の動向に触れ，帝国主義の背景・展

開・国内政治の様子，及びアジア・アフリカでの民族運

動について理解する。 

 

 

・総力戦としての二つの世界大戦を中心に，ロシア革命と

ソヴィエト連邦の成立，大衆社会の出現とファシズム，

世界恐慌と資本主義の変容，アジア（中国・インド・イ

スラーム世界）・アフリカの民族運動に触れ，20 世紀前

半の世界の動向と社会の特質について理解する。 

 

 

・米ソ両陣営による冷戦の展開，戦後の復興と経済発展，

アジア・アフリカ諸国の独立とその後の課題，平和共存

の模索などに触れ，第二次世界大戦後から 1960 年代ま

での世界の動向について理解する。 

 

・市場経済のグローバル化とアジア経済の成長，冷戦の終

結とソヴィエト連邦の解体，地域統合の進展，知識基盤

社会への移行，地域紛争の頻発，環境や資源・エネルギ

ーを巡る問題などに触れ，1970年代以降の世界と日本の

動向及び社会の特質について理解する。 

 

 

 

・共通テスト試験過去問題集・実践問題集を活用し，共通

テスト対策に取り組む。 

 

 

・二次試験に向けた対策を立てて学習する。 

１２ 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

１６ 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地理歴史 科 ３ 年 日本史Ａ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 日本史Ａ 対象   特進文系 コース 単位数 １  単位 

教科書 高等学校 日本史Ａ 人・くらし・未来 出版社 第一学習社 

副教材 補助プリント資料 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の 

内容 

我が国の歴史の展開に

関心を持ち，また，意

欲的に追求して，日本

国民として国際社会に

主体的に責任を果そう

とする。 

 

す 

る。 

 

 

我が国の歴史の展開か 

ら課題を見いだし国際 

環境と関連付けて多面 

的・多角的に考察し，我 

が国の文化と伝統の特 

色についての認識を深 

め，国際社会の変化を踏 

まえ公正に判断して，そ 

の過程や結果を適切に 

表現している。 

我が国の歴史の展開 

に関する諸資料を収 

集し，有用な情報を 

適切に選択して，読 

み取ったり，図表な 

どにまとめたりして 

いる。 

我が国の歴史の展開 

についての基本的な 

事柄を，国際環境と 

関連付けて，総合的 

に理解し，知識を身 

に付けている。 

評価の 

方法 

ノート提出 

 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

 

②成績評価の方法 

  ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめる。 

 【評価の内容】 定期考査（２回）８割  平常点（学習態度・小テスト・ノート・課題など） 

２割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 第一次世界大戦を通じて帝国主義戦争を理解する。 

 ② 第一次世界大戦後の協調外交と，中国に対する強硬外交を理解する。 

 ③ 第二次世界大戦と太平洋戦争の背景，経過，結果，及び影響を理解する。 



 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

８ 

９ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイダンス 

学習方法習得体験学習 

 

第一次世界大戦と日本 

 

ロシア革命 

 

大戦後のパリ講和会議 

 

第一次大戦後の協調外

交 

 

 

【一学期期末考査】 

 

日本外交の行き詰まり 

 

 

満州事変と軍部の台頭 

 

 

三国防共協定と日中戦

争 

 

 

第二次世界大戦と太平

洋戦争 

戦局の推移 

戦時下の国民生活 

連合国の動向と日本の

敗戦 

 

【二学期期末考査】 

 

・「学習のねらい」「授業の概要」「評価方法」について

理解する。 

 

・第一次世界大戦の背景と，日本の参戦を理解する。 

  

・ロシア革命の背景と，革命が及ぼした影響を理解する。 

 

・パリ講和会議と中国，朝鮮の民族意識の高まりを理解 

する。 

・ワシントン会議で軍備制限や約束され，協調外交が進展

したことを理解する。 

 

 

 

 

・第一次世界大戦後の日本外交が強硬姿勢に変化したこ

と，及び関東軍による中国支配が進展したことを理解す

る。 

・関東軍による中国東北地方への進出の背景と過程につい

て触れ，日本が国際的に孤立したことを理解する。 

 

・日本がイタリア，ドイツに接近する過程を理解する。 

・盧溝橋事件をきっかけに第２次国共合作が成立し，日中

戦争への道が開かれたことを理解する。 

 

・第二次世界大戦開戦の背景と経過について理解する。 

・太平洋戦争開戦の背景と経過について理解する。 

 

・戦争中の国内の様子について理解する。 

・太平洋戦争の終結について，連合国軍による戦後構想の

構築の過程を踏まえて理解する。 

 

１ 

１ 

 

３ 

 

２ 

 

３ 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

３ 

 

 

３ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

地理歴史 科 ３ 年 日本史Ｂ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 日本史Ｂ 対象  特進文系           コース 単位数 ４  単位 

教科書 『詳説日本史 改訂版』 出版社 山川出版社 

副教材 日本史の整理と演習ウィニングコンパス（とうほう），日本史図録（山川出版）             

日本史 B 用語集（山川出版社） 

１ 学習の到達目標 

２ 評価の観点・内容・方法 

評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の趣旨 

我が国の歴史の展

開に関心を持ち，

また，意欲的に追

求して，日本国民

として国際社会に

主体的に責任を果

そうとする。 

 

我が国の歴史の展開から課

題を見いだし国際環境と関

連付けて多面的・多角的に

考察し，我が国の文化と伝

統の特色についての認識を

深め，国際社会の変化を踏

まえ公正に判断して，その

過程や結果を適切に表現し

ている。 

我が国の歴史の展

開に関する諸資料

を収集し，有用な

情報を適切に選択

して，読み取った

り，図表などにま

とめたりしてい

る。 

我が国の歴史

の展開につい

ての基本的な

事柄を，国際

環境と関連付

けて，総合的 

に理解し，知

識を身に付け

ている。 

評価の方法 

ノート提出 

問題集提出，小テ

スト 

定期考査 

課題プリント，小テスト 

定期考査 

課題プリント 

定期考査 

課題プリント 

②成績評価の方法 

①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・ノート・プリント・問題集など）２割 

３ 学習計画 

月 学習単元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

ガイダンス（体験学習

等） 

第 7 章 幕藩体制の展開 

２ 経済の発達 

 

３ 元禄文化 

 

第 8 章 幕藩体制の動揺 

１ 幕政の改革 

２ 宝暦・天明期の文化 

３ 幕府の衰退と近代へ

の道 

 

１学期中間考査 

 

日本史学習のモデルスタイル等の説明について理解する。 

 

・江戸時代の農業・産業・流通機構や，その中から発達し

た町人文化を学ぶ。 

 

・貨幣経済の発達や政治・文化にもたらした影響を理解す

る。 

 

・社会・経済の発展により政治・財政改革が盛んに行なわ

れるが、大塩の乱や天保の改革の失敗により幕府権力が

衰退していく過程を学ぶ。  

・工場制手工業（マニュファクチュア）の発達など軽工業

の分野における経済の発達と、藩財政の建て直しから雄

藩と呼ばれ幕末に反幕勢力の中心となる藩の発生につい

て理解する。 

１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 化政文化 

 

・文学は当時も世相を表す鏡であった。優れた芸術作品は

海外に影響を与えた。洋学は国内の多くの知識人に影響

を与え，独自のものを生み出したことを理解する。 

・儒学や藩校・私塾・寺子屋は教育の発達を促し，多くの

人材を輩出したことを理解する。 

１５ 

① 我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界史と関連付けて総合的に考察する。 

 ② 我が国の伝統と文化の特色についての認識を深める。 

 ③ 歴史的思考力を培い国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 



 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

８ 

第 9 章 近代国家の成立 

１ 開国と幕末の動乱 

 

２ 明治維新と富国強兵 

 

・長州藩と薩摩藩の行動を対比させながら、尊攘運動を考

察する。また、尊攘派志士の背後に豪農豪商層がいたこ

とを理解する。 

・五箇条の御誓文、政体書のもつ開明性と五榜の掲示の封

建性の矛盾を検討することによって新政府の性格を理解

する。 

 

 

３立憲国家の成立と日清

戦争 

４ 日露戦争と国際関係 

５ 近代産業の発展 

 

１学期期末考査 

 

・自由民権運動の思想的背景及びその階級的性格、意義を

考察する。 

・日露戦争は帝国主義国間の対立を背景にして戦われたこ

と、及び日本国民の大多数は支配層の開戦強硬論に動か

されていたことを説明する。日本資本主義の発展ととも

に社会問題が現れたことを理解する。 

 

１８ 

６ 近代文化の発達 

 

・日清戦争後、日本の対外膨張を支える国家主義が思想界

の主流になったことを理解する。 

９ 

８ 学力テスト  １ 

９ 第 10 章 近代日本とアジ

ア 

１ 第一次世界大戦と日

本 

２ ワシントン体制 

３ 市民文化 

 

・政党・ジャーナリストは民衆の政治的成長を背景に護憲

運動を起こし、閥族支配を動揺させたことを理解する。 

・第二次護憲運動の結果、護憲三派内閣が成立し、普通選

挙法が成立したが、無産階級の台頭を恐れる政党は治安

維持法を制定して社会運動に弾圧を加えたことを理解す

る。 

・民衆勢力の台頭によって文化が少数の特権階級の独占物

ではなくなり、いわゆる大衆文化が成立した点を理解す

る。 

１８ 

１０ ４ 恐慌の時代  

５ 軍部の台頭  

 

 

２学期中間考査 

６ 第二次世界大戦 

・戦後恐慌・金融恐慌・世界恐慌と次々に恐慌に見まわ

れ、ついに深刻な昭和恐慌に突入し、日本は対外侵略の

道を歩むことになることを理解する。 

・満州事変に始まる日本の大陸進出の過程を通じて、世界

の中における日本の立場が孤立していったことを理解す

る。 

・日本の中国進出政策がさらに南方進出政策へと拡大さ

れ、日中戦争から太平洋戦争へと展開していった過程に

ついて理解する。 

１３ 

１１ 第 11 章 占領下の日本 

１ 占領と改革 

 

２ 冷戦の開始と講和 

 

第 12 章高度成長の時代 

１ ５５年体制 

２ 経済復興から高度 

成長へ 

第 13 章激動する世界と 

日本 

１ 経済大国への道 

２ 冷戦終結と日本社会

の動揺 

２学期期末考査 

・財閥解体と農地改革が日本の民主化にもつ政治的・経済

的・社会的な意義を理解する。 

・朝鮮戦争に際して、特需を土台に日本経済の復興が進め

られ、同時に戦後初期における民主化に逆行するような

動きが起きてきたことにも注目する。 

・保守一党優位の政治体制がどのような影響をもたらした

ものを考察する。 

・経済の高度成長に伴って、国民生活の向上が見られた反

面、経済成長のひずみがどのように現れ、どのような社

会問題を生み出したか検討する。 

・日中共同声明の意義について理解する。 

・我々国民は、国家の主権者として、日本の進路を自主的

な立場と態度をもって決定すべき重大な責任を担ってい

ることを理解する。 

２６ 

   １１２ 

１２  演  習    



 

 

地理歴史 科 ３ 年 地理Ｂ 年間授業計画（シラバス） 
科目名 地理Ｂ 対象  特進理系 コース 単位数   ３単位 

教科書 新詳地理Ｂ  新詳高等地図 出版社 帝国書院 

副教材 新編地理資料 2020（とうほう），’20 新地理の研究（啓隆社），地理統計要覧 2020 

（二宮書店） 

地理Ｂ用語集（山川出版社），ウィニングコンパス地理（とうほう） 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の 

内容 

現代世界の地理的事

象に対する関心と課

題意識を高め，それ

を意欲的に追究し国

際社会に主体的に生

きる日本国民として

の責任を果たそうと

する。 

現代世界の地理的

事象から課題を見い

だし，それを系統地

理的に考察したり，

歴史的背景を踏まえ

て地誌的に考察した

りし，国際社会の変

化を踏まえて公正に

判断してその結果や

過程を適切に判断し

ている。 

地図や統計，画像

など地域に関する諸

資料を収集し，有用

な情報を選択して，

読み取ったり図表に

ま と め た り し て い

る。 

現代世界の地理的事

象についての基本的

な事柄や追及の方法

を理解し，その知識

を身に着けている。 

評価の 

方法 

 

・学習活動への姿勢 

・定期テスト 

・小テスト 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・小テスト 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・ワークシート 

・学習活動における

発言内容や態度 

・定期テスト 

・小テスト 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・小テスト・課題など）２割 

 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

4 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

ガイダンス 

Ⅲ-2-4 

 ○南アジア地誌 

Ⅲ-2-5 

○西アジア・中央アジア地誌 

Ⅲ-2-6 

○アフリカ地誌 

＜1学期中間テスト＞ 

 

 

・1 年間の進め方 予習復習について 

・南アジアの地誌を多様性に着目して理解する 

 

・西アジア・中央アジアの地誌を多様性に着目して 

理解する 

 

・アフリカの地誌を地域性に着目して理解する 

 

 

 

1 

5 

 

4 

 

5 

 

 

 

 

 ① 現代世界の地理的事象を系統地理的に，現代世界の諸地域を歴史的背景を踏まえて地誌的に 

考察し，現代世界の地理的認識を養う 

 ② 地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を 

養う。 



 

6 

 

 

 

 

7 

 

 

8 

9 

 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

12 

 

Ⅲ-2-7 

○ヨーロッパ地誌 

Ⅲ-2-8 

○ロシア地誌 

Ⅲ-2-10 

○ラテンアメリカ地誌 

＜1学期期末テスト＞ 

 

Ⅱ-4-2 

 ○民族・領土問題 

Ⅰ-1-1 

 ○地理情報と地図 

  ・現代世界の地図 

Ⅰ-1-2 

  ・地図の種類と利用 

Ⅰ-2 

 ○地図の活用と地域調査 

＜2学期中間テスト＞ 

 

＊センター試験対策問題演習 

  ＜2 学期期末テスト＞ 

 

・ヨーロッパの地誌を多様性に着目して理解する。 

 

 

・ロシアの地誌を地域性に着目して理解する。 

 

・ラテンアメリカの地誌を地域性に着目して理解す

る。 

 

 

・世界の民族・領土問題について，その原因や解決に

向けた取り組みなどを理解する。 

・現代の地図や身近な地図について理解する。 

 

 

・地図と地球儀の違いを理解し，地図の描画法を学

ぶ。 

 

・地形図の読図について理解し，読図力を身に付け

る。 

 

 

 

・大学共通テストに向けての問題演習を行う。 

8 

4 

 

6 

 

 

 

 

6 

 

6 

 

 

3 

 

8 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

公民 科 ３ 年 倫理 年間授業計画（シラバス） 
科目名 倫理 対象  特進文系           コース 単位数 ２  単位 

教科書 高等学校新倫理新訂版 出版社 清水書院 

副教材 完全 MASTER 大学入学共通テスト倫理問題集・最新図説資料集 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

 評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

評価の内容 

人間尊重の精神と

生命に対する畏敬

の念に基づいて，

青年期における自

己形成について関

心を高め，人格の

形成と他者と共に

生きる主体として

の自己の確立に努

める実践的意欲を

もつとともに，こ

れらに関わる諸課

題を探究する態度

を身に付け，人間

としての在り方生

き方について自覚

を深めようとす

る。 

他者と共に生きる

主体としての自己

の確立について広

く 課 題 を 見 い だ

し，人間の存在や

価値などについて

多面的・多角的に

考察し探求すると

ともに，良識ある

公民として広い視

野に立って主体的

かつ公正に判断し

て，その過程や結

果を様々な方法で

適切に表現してい

る。 

青年期における自

己形成や人間とし

ての在り方生き方

などに関する諸資

料を様々なメディ

アを通して収集

し，有用な情報を

適切に選択して，

これらを他者と共

に生きる主体とし

ての自己の確立に

資するよう活用し

ている。 

青年期における自

己形成や人間とし

ての在り方生き方

などに関わる基本

的な事柄を，他者

と共に生きる主体

としての自己確立

の課題とつなげて

理解し，自己形成

に生かす知識とし

て身に付けてい

る。 

 

評価の方法 

 

・小テスト 

・ワークシート 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワー

ク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・ワークシート 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワー

ク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワー

ク 

・観察など 

 

②成績評価の方法 

A．定期考査の点数８割 

B．平常点２０点 

・ノート記入を含めた授業態度や出席状況 

・学期ごとのワーク提出 

・夏・冬の課題提出など 

 

 ① 人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて、人間としての在り方生き方について理解

と思索を深める。 

 ② 人格形成に努める実践的意欲を高める。 

 ③ 他者と共に生きる主体としての自己の確立を促し、良識ある公民として必要な能力と態度を 

養う。 



 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

４ 

 

 

 

 

５ 

  

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドイツ観念論（ヘーゲル） 

功利主義 

プラグマティズム 

第５節 個人と社会との関わり 

社会主義 

実存主義 

第４編  

第１章  日本の風土と外来思想の受

容 

１学期中間考査 

第１節 日本の風土と伝統 

第２節 仏教の伝来と隆盛 

１ 仏教の移入 

２ 仏教の土着化 

 

第３節 儒教の日本化 

１ 儒教の伝来と朱子学 

２ 陽明学 

３ 古学 

第４節 日本文化と国学 

１古典美の再発見 

２国学 

第５節 近世庶民の思想 

１ 都市庶民の思想 

２ 農民の思想 

第 6 節 西洋近代思想の受容 

１ 西洋文明との接触 

 

１学期期末考査 

２ 啓蒙思想と民権論 

３ キリスト教の受容 

４ 国家主義の高まりと社会主

義 

５ 近代的自我の成立 

６ 近代日本哲学の成立  

７ 近代日本の思想傾向への反

省 

第２章 現代日本と日本人とし

ての自覚 

新たな価値観の模索 

現代日本と私たちの課題 

第３編 5・6 節 

主体性の確立 

他者への奉仕 

第６節 現代における理性の問

題 

現代における理性の見直し 

・履修済みのカント哲学を踏まえて観念論について理解す

る。 

・最大多数の最大幸福 ベンサム／不満足なソクラテス 

ミル 

・社会の進歩改善を目指した思想家の幸福観を考える。 

プラグマティズム／民主主義の実現と幸福デユーイ 

人間疎外の原因 マルクス／／唯物史観自己を見つめる 

キルケゴール／実存的交わりヤスパース ニヒリズムを

超えて／神の死と超人 ニ－チェ／ 

死への存在 ハイデツガー／自由と責任 サルトル 

 

・古代日本人の信仰や風土について理解を深め、江戸時代

の国学についても復習という観点で理解する。 

・仏教と日本人の思想形成 

・奈良・平安・鎌倉仏教についてそれぞれ学習し，これを

通して日本人の宗教観・思想形成がどのようになされた

かを理解する。 

・江戸時代に儒教がどのように解釈されたか，また日本古

来の思想がどのように説かれたかを理解する。 

 

・江戸時代までに形成された日本人の美意識について理解

する。 

・「幽玄」「わび」「さび」について，能・茶の湯・俳諧

と具体的な作品を通してその理念を理解する。 

・本居宣長を中心として国学について理解する。 

・石田梅岩の石門心学を通じて営利活動の肯定と経済活動

の発達について考える。 

・安藤昌益，二宮尊徳 

・時代が大きく動いた幕末から明治にかけて，先人がいか

に考え，行動したかを考える。 

・近代国家成立の過程において，先人が個人と国家の関係

をどのようにとらえたかを理解する。 

 

・西洋近代思想をささえる精神としてのキリスト教を受け

入れた先人の信仰と考え方を理解する。 

・近代化をすすめる明治期の日本のあり方について、国家

主義や国粋主義、そして社会主義の立場で模索した先人

の考え方を理解する。 

・文学作品を中心に、近代化を進めた明治大正期の日本人

の近代的自我へのめざめの動きを理解する。 

・西欧に範を取った日本の近代化の中で，独自の思想の確

立を求めて苦闘した思想家のあゆみを理解する。 
 

 

 

・坂口安吾や丸山真男の著作や活動を通して、第二次世界

大戦後の日本の新たな価値観の模索について学ぶ。他者

への共感／マザー＝テレサとボランティア 

生命への畏敬，無意識の領域 

・経験的事実に基づく知識が、確実な学問的知識であることを

知る 

・「生命への畏敬」とはどのような考えか、また、社会福祉と

は何かを考え、今の民主社会の諸問題を探る。 

近代の理性主義に対する見直しや科学観の転換がどのように為

されて現代哲学が展開したのかを探る。実践演習（プリント） 

 ３ 

  

 

 

 ９ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ９ 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 ６ 

 

  

 

  

 

 

  

 

 ３ 

  

 

 

 ８ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

12 

科学観の変換 

 

 

 

日本大学基礎学力到達度テスト 

対策 

 

演習 

 

 

２学期中間考査 

第５編 現代の諸課題と倫理 

 

 

演習 

２学期期末考査 

 

演習 

 

それぞれのテーマについて、倫理の総復習として位置付

け、プリントを活用しながら小論文対策も念頭に入れ、多

角的に取り組み、理解する。 

 

出題範囲である第１編から第４編までの総復習と問題演習

に取り組み、到達度テスト対策を行う。 

 

『完全 MASTER 倫理問題集』を活用し２年次より履修

した全範囲の演習をおこなう。（2 年次以降 3 年次 7 月まで

の履修完了範囲は夏季休暇中の課題とする） 

 

 

それぞれのテーマについて、倫理の総復習として位置

付け、プリントを活用しながら小論文対策も念頭に入

れ、多角的に取り組み、理解する。 

 

 

『完全 MASTER 倫理問題集』等を活用しながら大学

入試共通テストに向けた全範囲の演習をおこなう。 

 

 

 

 

 ７ 

 

 ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



公民 科 3 年 政治経済 年間授業計画（シラバス） 
科目名 政治経済 対象     特進文系         コース 単位数 ３  単位 

教科書 『高等学校 新政治・経済 新訂版」 出版社 清水書院 

副教材 政治経済資料集（とうほう） 高等学校 新政治・経済 新訂版ワークノート 

 

１ 学習の到達目標 

 

２ 評価の観点・内容・方法，及び成績評価の方法 

①評価の観点・内容・方法 

評価の 

観点 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評価の 

 内容 

現代の政治，経済，国

際関係に対する関心を

高め，意欲的に課題を

追究するとともに，国

家・社会の一員として

平和で民主的な社会生

活の実現と推進につい

て客観的に考察しよう

としている。 

現代の政治，経済，国際

関係に関わる事柄から課

題を見いだし，その本質

や特質，望ましい解決の

在り方について広い視野

に立って多面的・多角的

に考察し，社会の変化や

様々な立場，考え方を踏

まえ公正に判断して，そ

の過程や結果を様々な方

法で適切に表現してい

る。 

現代の政治，経

済，国際関係に関

わる諸資料を様々

なメディアを通し

て収集し，有用な

情報を適切に選択

して，効果的に活

用している。 

現代の政治，経済，国

際関係に関する基本的

な事柄や，本質，特質

及び動向を捉える基本

的な概念や理論を理解

し，その知識を身に付

けている。 

評価の 

方法 

・小テスト 

・プリント 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・プリント 

・レポート 

・ノート提出 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワーク 

・観察など 

・小テスト 

・定期テスト 

・レポート 

・グループワーク 

・観察など 

 

②成績評価の方法 

 ①の評価の方法によって，学年末に評定にまとめます。 

 評価の内容 定期考査８割 平常点（学習態度・課題など）２割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 広い視野に立って，民主主義の本質に関する理解を深める。 

 ② 現代における政治，経済，国際関係などについて客観的に理解する。 

 ③ 現代における政治，経済，国際関係などにかかわる諸課題について主体的に学ぶ。 

④ 現代における政治，経済，国際関係などにかかわる諸課題について公正に判断できる力を養

い，良識ある公民として必要な能力と態度を養う。 



 

３ 学習計画 

月 学 習 単 元 主 な 学 習 内 容 と 到 達 目 標 時間数 

 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

8 

9 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

11 

 

 

12 

・ガイダンス 
 

 

第２編 現代の経済 
第１章 現代経済の特

質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〈一学期中間考査〉 

 

第 2 章 現代の日本経

済 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈一学期期末考査〉 

 

第 3 章 国際経済と日

本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈二学期中間考査〉 

第 3編  

現代の政治・経済の諸

課題 

 

問題演習 

 

〈二学期期末考査〉 

・今年度の学習の仕方等を確認する。また，受験に向けての心
構えを学ぶ。 

 
36 経済活動の意義 37 経済思想 38 経済主体 39 価格と市場 
40 市場機構の限界 41 現代の企業 42 物価変動と国民生活 
43 経済成長と景気変動 44 政府の経済的役割 45 租税と国債  
46 日本財政の課題  
 
・経済活動とは何か，経済学者の思想に触れ，経済を学ぶ上で
の基礎を身に付ける。経済主体について，価格の役割につい
て理解する。需給曲線を理解し，「市場の失敗」について考
察する。企業の最終的な目的と社会的責任について考察す
る。また株式会社について，その組織と特徴を理解する。 

・物価変動と国民生活の関係について理解し，適切な財政政策
と金融政策について考察する。経済指標，財政の基本的な仕
組みについて，理解する。望ましい税制について考察すると
ともに国債発行による財源の調達の必要性と問題点について
理解する。 

 
47 貨幣の役割と金融 48 金融市場と金融政策 
49 金融環境の変化  50 日本経済のあゆみ   
51 農業と食糧問題   52 中小企業  
53 情報化の進展・サービス産業  
54 公害・環境問題  55 消費者問題   56・57 労働問題  
58・59 社会保障制度 
 

・金融について理解する。金融政策とその効果について考察す
る。金融の自由化による現代社会の変化について理解する。 

・日本の経済史について理解し，日本が抱える諸問題について
考える。第二次世界大戦後の農業政策の変遷，中小企業の地
位と役割，情報化の進展とサービス産業の進展について考え
る。現代社会が抱える諸問題（公害・環境・消費者，労働）
について理解し，その解決方法について考える。 

・世界の社会保障制度と日本の社会保障制度を比較しその概要
を理解する。日本の社会保障制度は課題について考察する。 

 
60 貿易と国際経済              61 貿易の意義と課題  
62 国際収支の仕組みと現状       63 為替相場の仕組みと意義  
64 戦後の国際経済 65 IMF・WTO  66 国際的な経済格差  
67 地球環境問題   68 エネルギー問題  69 地域的経済統合  
70 国際経済における日本の役割 
 
・グローバリゼーションの進展により各国経済間の相互依存と
体化が深まっている状況を，具体的な事例を通して理解す
る。 

・国際分業について理解し貿易の意義について考える。国際収
支について理解する。 

・第二次世界大戦後の国際通貨体制と IMFWTO について理解する
とともに，南南問題，南北問題，地域的経済統合について考
察する。 

・現代社会が抱える地球規模の諸問題について考え，その解決
方法について考察するとともに，日本の役割について考え
る。 

・現代の諸課題について，グループワーク，レポート作成によ
って理解を深め，その解決方法について考察する 

 
・問題演習を通して知識の定着をはかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 学期 
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2 学期 

45 時間 

 


